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  注記


  



  第一章 ユダヤ人、異邦人、神の教会


  



  ユダヤ人にも、異邦人にも、神の教会にも、つまずきを与えてはなりません。（一コリ十・三二）


  多少注意して聖書を読む人ならだれでも、その内容の半分以上は一つの国民と関係していることを見落とすことはありえない。その国民とはイスラエル人である。また、神の取り扱いや御旨において、イスラエル人は独特な地位を占めていることもわかる。人類の大部分とは別に、イスラエルはエホバとの契約関係にある。エホバは、他のいかなる国民にも与えなかった特別な約束を、彼らに与えられた。彼らの歴史だけが、旧約聖書の物語や預言の中に述べられている。他の国民について言及されるのは、ユダヤ人と関係する時だけである。また、国家としてのイスラエルに対するエホバの交わりは地と関係している。もし忠実で従順なら、この国家は地的偉大さ、富、力を約束される。もし不忠実で不従順なら、「地の果てから果てまで、すべての諸国民の間に散らされる」（申二八・六四）。メシヤの約束ですら、「地のすべての家族」に対する祝福の約束である。


  研究を続けていくと、聖書の中にもう一つ別の団体、教会と称されている団体について述べられているのを、生徒は見いだす。この団体もまた神に対して特別な関係があり、イスラエルのように神から特別な約束を受けている。しかし、似ているのはここまでであり、きわめて著しい対比が始まる。教会はアブラハムの肉の子孫だけから形成されるのではない。教会は、その中にユダヤ人と異邦人の区別がもはやない団体である。その関係はたんなる契約関係ではなく、出生による関係である。地的偉大さや富という報いをもたらす従順の代わりに、衣食に満足すること、迫害や憎しみを予期することを学ぶよう、教会は教わる。イスラエルが現世の地的事柄と特に関係しているように、教会は霊的な天的事柄と特に関係していることがわかる。


  さらに、イスラエルも教会も常に存在していたわけではないことを、聖書は生徒に示す。どちらもその始まりが記録されている。イスラエルの始まりはアブラムの召しであることがわかる。次に教会の誕生について見ると、キリストの地上生涯以前やその間には教会は確かに存在していなかったことがわかる（これは、おそらく予想に反することかもしれない。アダムや族長たちは教会の中にいた、と生徒は多分教わってきただろうからである）。キリストが「この岩の上にわたしはわたしの教会を建てる」（マタ十六・十八）と言われた時、彼が教会のことを将来のものとして語っておられることがわかるからである。教会はすでに建てられていたのではなく、建てられているところでもなく、将来建てられるものだったのである。


  また、エペソ三・五～十から、教会は旧約聖書の預言の中に一度も言及されていないことがわかる。当時、教会は「神の中に隠されている」奥義だったのである。聖書的には、教会の誕生は使徒行伝二章に見られる。また、その地上における歴史の終わりはテサロニケ人への第一の手紙の四章に見られる。


  また、人類を分ける聖書の分け方には、もう一つの種類があることがわかる。めったに言及されないが、あらゆる点でイスラエルや教会と分かれている。すなわち、異邦人である。ユダヤ人、異邦人、教会の対照的な地位を、以下の聖書の箇所に簡潔に見ることができる：ユダヤ人（ロマ九・四～五、ヨハ四・二二、ロマ三・一～二）：異邦人（エペ二・十一～十二、エペ四・十七～十八、マコ七・二七～二八）：教会（エペ一・二二～二三、エペ五・二九～三三、一ペテ二・九）。


  イスラエルと教会について聖書が述べていることを比較すると、その起源、召し、約束、礼拝、行動原理、将来の運命は、すべて対照的であることがわかる。最初に、イスラエルの召しを教会の召しと比較してみよう。


  



  イスラエル


  



  「さて、主はアブラムに言われた、『あなたの祖国、親族、父の家を出て、わたしがあなたに示す地に行きなさい』」（創十二・一）。


  「あなたの神である主が、あなたを良き地に導いてくださるからである。そこは谷にも丘にも湧き出る水の流れ、泉、および淵のある地、小麦、大麦、ぶどう、いちじく及びざくろのある地、油のオリーブの木と蜜のある地、あなたが食べるパンに欠けることのない地である」（申八・七～九）。


  「そこで彼は言った、『私はアブラハムの僕です。主は私の主人を大いに祝福して、主人は大いなる者になりました。主は彼に羊、牛、銀、金、男女の奴隷、らくだ、ろばを与えられました』」（創二四・三四～三五）。


  「敵が起こってあなたを攻める時は、主はあなたの面前であなたの敵を打たれるであろう。彼らは一つの道から攻めて来るが、あなたの前で七つの道から逃げ去るであろう」（申二八・七）。「主はあなたをかしらとならせ、尾とはならせられないであろう。あなたはただ上位に立って下位に立つことはないであろう」（申二八・十三）。


  



  教会


  



  「そこで、聖なる兄弟たち、天の召しにあずかる者たちよ」（ヘブ三・一）。


  「なぜなら、私たちの国籍は天にあるからである」（ピリ三・二〇）。


  「イエスは彼に言われた、『きつねには穴があり、空の鳥には巣があるが、人の子には枕するところもない』」（マタ八・二〇）。


  「あなたたちのために天に蓄えられている、朽ちず、汚れず、しぼむことのない嗣業」（一ペテ一・四）。


  「今の時まで、私たちは飢え、渇き、裸にされ、打たれ、住む所もない」（一コリ四・十一）。


  「イエスは周囲を見回して弟子たちに言われた、『富んでいる者が神の王国に入るのはなんと難しいことか！』」（マコ十・二三）。


  「私の愛する兄弟たちよ、聞きなさい。神はこの世の貧しい者を選んで信仰に富ませ、王国の世継ぎとされたのではありませんか？この王国を神は、神を愛する者たちに約束してくださったのである」（ヤコ二・五）。


  「彼らはあなたたちを会堂から追い出すであろう。実に、あなたたちを殺す者たちが『自分は神に仕えている』と思う時が来るであろう」（ヨハ十六・二）。


  「ですから、この幼子のようにへりくだる者が、天の王国で最も偉大な者なのである」（マタ十八・四）。


  これはもちろん、敬虔なユダヤ人は死んで天に行くことはない、という意味ではない。違いは、ユダヤ人の場合、敬虔へと駆り立てるものは地的祝福であって天的祝福ではない、ということである。言うまでもないが、現経綸においては、ユダヤ人も異邦人も、主イエス・キリストを信じる信仰を行使する以外に救われることはできない。信仰を行使することにより、両者は再び生まれ（ヨハ三・三、十六）、「教会」（エペ一・二二～二三）である「一つからだ」（一コリ十二・十三）の中にバプテスマされる。教会の中では、ユダヤ人と異邦人の区別はない。（一コリ十二・十三、ガラ三・二八、エペ二・十四。それでエペソ人への手紙で、使徒は彼らのことを「昔は異邦人だった」と述べているのである。エペ二・十一、一コリ十二・二も「あなたたちは異邦人だった」と述べている。）


  さらに、イスラエルと教会との間の対比は、各々に与えられた行動規範にも現れる。


  



  イスラエル


  



  「あなたの神である主が、あなたの行って取る地にあなたを導き入れ、多くの国民をあなたの前から追い払われる時（中略）あなたは彼らを打って、全く滅ぼさなければならない。彼らと何の契約もしてはならない。また、彼らに何のあわれみも示してはならない」（申七・一～二）。


  「目には目、歯には歯、手には手、足には足、焼き傷には焼き傷、傷には傷、打ち傷には打ち傷」（出二一・二四～二五）。


  



  教会


  



  「しかし、わたしはあなたたちに言う。敵を愛し、迫害する者のために祈れ。あなたたちを憎む者に善を行い、あなたたちを追い使い、迫害する者のために祈れ」（マタ五・四四）。


  「はずかしめられては祝福し、迫害されては耐え忍び、そしられては懇願している」（一コリ四・十二～十三）。


  「しかし、わたしはあなたたちに言う。悪者に抵抗するな。あなたの右の頬を打つ者には、ほかの頬も向けてやりなさい」（マタ五・三九）。


  申二一・十八～二一とルカ十五・二〇～二三も見よ。


  礼拝の規定も対照的である。イスラエルは一つの場所でしか礼拝できなかった。しかも、神から離れて、祭司を通して近づくことしかできなかった。教会は、二人または三人が集まる所ならどこでも礼拝でき、大胆に至聖所に入ることができる。また、教会は祭司たちから成る。レビ十七・八～九をマタイ十八・二〇と、ルカ一・十をヘブル十・十九～二〇と、民数記三・十を一ペテロ二・五と比較せよ。


  イスラエルと教会の未来に関する予測になると、この違いはさらに驚くべきものになる。教会は地上から全く取り去られるが、回復されたイスラエルはきわめて偉大な地的栄光と権力を持つ。聖書がイスラエルについて述べていることを見よう。


  



  イスラエル


  



  「見よ、あなたは身ごもって男の子を産むでしょう。その子をイエスと名づけなさい。彼は大いなる者となり、いと高き者の子と、となえられるでしょう。そして、主なる神は彼に父ダビデの王座をお与えになり、彼は永遠にヤコブの家を支配し、その王国は終わることがありません」（ルカ一・三一～三三）。（マリヤに対するこの七つの約束のうち、五つはすでに文字どおり成就された。いったいどんな解釈の仕方をすれば、「残りの二つの約束は成就されることはない」と、権威をもって言えるのか？）


  「神が初めに異邦人たちを訪問して、その中から御名のために一つの民を召し出された次第は、シメオンがすでに説明した。預言者たちの言葉も、それと一致している。すなわち、こう書いてある。『その後、わたしは帰ってきて、倒れたダビデの幕屋を建て直し、くずれた箇所を修理し、それを立て直そう』」（使十五・十四～十六）。


  「そこで、私は問う、『神はその民を捨てたのであろうか？』。断じてそうではない。私もイスラエル人であり、アブラハムの子孫、ベニヤミン族の者である。そこで、私は問う、『彼らがつまずいたのは、倒れるためであったのか？』。断じてそうではない。かえって、彼らが倒れたことによって、救いが異邦人に臨み、それによって彼らに妬みを起こさせるためである。なぜなら、もしあなたが自然のままの野生のオリブの木から切り取られ、自然の性質に反して良いオリブの木に接がれたとすれば、まして、これら自然のままの枝は、もっとたやすく、元のオリブの木に接がれないであろうか？兄弟たちよ、あなたたちが知者だと自負することがないために、この奥義を知らないでいてもらいたくない。一部のイスラエル人が盲目になったのは、異邦人が満ちる時までのことである。こうして、イスラエル人はすべて救われるであろう。すなわち、次のように書いてある、『救う者がシオンから出て、ヤコブから不敬虔を追い払う』」（ロマ十一・一、十一、二四～二六）。


  「その日、主は再び手を伸べて、その民のレムナントを回復される。（中略）主は国々のために旗をあげて、イスラエルの追いやられた者を集め、ユダの散らされた者を地の四方から集められる」（イザ十一・十一～十二）。


  「主はヤコブをあわれみ、イスラエルを再び選んで、これをおのれの地に置かれる。異邦人はこれに加わって、ヤコブの家に結び連なる」（イザ十四・一）。


  「主は言われる、それゆえ、見よ、『イスラエルの子たちをエジプトの地から連れ上られた主は生きておられる』とは言わないで、『イスラエルの子たちを北の地と、そのすべての追いやられた地から連れ上られた主は生きておられる』と言う日が来る。わたしは彼らを、その先祖に与えた地に連れ帰る」（エレ十六・十四～十五）。「主は仰せられる、見よ、わたしがダビデのために一つの正しい枝を起こす日が来る。彼は王となって統治し、栄えて、裁きと正義を地に行う。その日ユダは救われ、イスラエルは安らかに住む。その名は『主はわれらの正義』ととなえられる」（エレ二三・五～六）。


  「見よ、わたしは、わたしの怒りと憤りと大いなる怒りをもって、彼らを追いやったすべての国々から彼らを集め、この所に連れ戻して、安らかに住まわせる。そして、彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる」（エレ三二・三七、三八）。


  「シオンの娘よ、喜び歌え、イスラエルよ、喜び呼ばわれ。エルサレムの娘よ、心のかぎり喜び楽しめ。主はあなたへの裁きを取り去り、あなたの敵を追い払われた。イスラエルの王なる主はあなたの内におられる。あなたはもはや悪者を見ることはない」（ゼパ三・十四～十五）。


  



  教会


  



  「わたしの父の家には、すまいがたくさんある。もしそうでなかったならば、わたしはそう言っておいたであろう。わたしはあなたたちのために場所を用意しに行く。そして、行って、あなたたちのために場所を用意したなら、また来て、あなたたちをわたしのもとに迎えよう。わたしのおる所にあなたたちもおらせるためである」（ヨハ十四・二、三）。


  「私たちは主の言葉によって言うが、生きながらえて主の来臨まで残っている私たちが、眠った人々より先になることは、決してないであろう。すなわち、主ご自身が叫びと共に、天使のかしらの声と神のラッパと共に、天から下って来られる。その時、キリストにある死者が最初によみがえり、それから生き残っている私たちが、彼らと共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主と会い、こうして、いつまでも主と共にいるであろう」（一テサ四・十五～十七）。


  「なぜなら、私たちの国籍は天にあるからである。そこから、救い主、主イエス・キリストの来られるのを、私たちは待ち望んでいる。彼は、万物をご自身に従わせうる力の働きによって、私たちの卑しい体を、ご自身の栄光の体と同じかたちに変えてくださるであろう」（ピリ三・二〇、二一）。


  「愛する者たちよ、私たちは今や神の子である。しかし、私たちがどうなるのか、まだ明らかではない。彼が現れる時、私たちは、自分たちが彼に似る者となることを知っている。ありのままの彼を見るからである」（一ヨハ三・二）。


  「私たちは喜び楽しみ、神をあがめよう。小羊の婚姻の時が来て、その妻は用意を整えたからである。彼女は、光輝く、汚れのない麻布の衣を着ることを許された。この麻布の衣は、聖徒たちの正しい行いである。それから、御使いは私に言った、『書き記せ、小羊の婚宴に招かれた者は幸いである』」（黙十九・七～九）。


  「この第一の復活にあずかる者は、さいわいな者であり、また聖なる者である。この人たちに対しては、第二の死は何の力もない。彼らは神とキリストとの祭司となり、キリストと共に千年のあいだ支配する」（黙二〇・六）。


  教会をユダヤ化することは、他の要因の総計以上に、教会の進歩を阻み、教会をその使命から逸らし、霊的に損なってきた、と言ってかまわないであろう。教会は、世から分離されて天の召しにしたがって主に従うという、自分に定められた道を辿る代わりに、ユダヤの聖書を用いて自分の低級な目的を正当化してきた。つまり、この世を啓蒙すること、富を獲得すること、印象的な儀式を用いること、壮大な教会を建立すること、軍隊間の戦争に神の祝福を求めて祈ること、兄弟としての同等な身分を「聖職者」と「平信徒」に分けることを、教会は自分の目的としてきたのである。


  



  第二章 七つの経綸


  



  聖書は時を七つの異なる期間に分けている（ここで言う「時」とは、アダムの創造から黙示録二一・一の「新しい天と新しい地」までの全期間のことである）。これらの期間は、時代（エペ二・七）や、「主の日」のように日と呼ばれることもあるが、通常は経綸と呼ばれている（エペ三・二）。


  聖書におけるこれらの期間の区切りは、人類やその一部を取り扱う神の取り扱いの変化であり、二つの問題――罪の問題と人の責任の問題――と関係している。この各期間は天然の人に対する新たな試験と見なすことができ、どの期間も裁きで終わる。どの期間も人の完全な失敗を示す。これらの経綸もしくは期間のうちの五つはすでに成就された。われわれは六番目の経綸に生きており、この経綸はおそらく終わりに向かいつつある。われわれは最後の七番目の経綸、すなわち千年期を前にしている。


  １．罪の無い人。この経綸は創世記二・七のアダムの創造からエデン追放までである。アダムは罪の無い、善悪を知らない者に創造され、その妻エバと共にエデンの園の中に置かれた。そして、善悪知識の木の実を食べてはならないという義務を負った。この罪のない経綸は人の最初の失敗という結果に終わった。その影響は遥か彼方まで及び、きわめて深刻であった。この経綸は、「そこで神は人を追い出された」という裁きで幕を閉じた。（創一・二六、創二・十六、十七、創三・六、創三・二二～二四を見よ。）


  ２．良心の下にある人。堕落により、アダムとエバは善悪の知識を獲得し、それを人類に伝えた。これは良心が正しい道徳的判断を下す基礎となり、それで、人類は善を行って悪を避ける責任を負うことになった。エデンから洪水までの、この良心の経綸（政府機関や立法機関がなかった時代）の結末は、「すべての肉なる者が地の上でその道を乱し」、「人の悪が地にはびこり、すべてその心に思いはかることが、いつも悪い事ばかりである」ことであった。そこで神は、天然の人に対するこの二番目の試験を、洪水という裁きで終わらされた。（創三・七、二二、創六・五、十一～十二、創七・十一～十二、二三を見よ。）


  ３．地に対する権威を持つ人。恐ろしい洪水の裁きの中から、神は八人の人を救われた。この八人に対して、水が引いた後、神は清められた地を、それを治める十分な権力と共に与えられた。治めることがノアとその子孫たちの義務であった。人が統治するこの経綸は、シナルの平野で、神から独立しようとする不敬虔な企てという結果になり、言語の混乱という裁きで幕を閉じた。（創九・一、二、創十一・一～四、創十一・五～八を見よ。）


  ４．約束の下にある人。散らされたバベルの建設者たちの子孫の中から、神は一人の人、アブラムを召し、契約を結ばれた。アブラムとその子孫たちに対する約束のいくつかは、全く恵み深く、無条件のものであった。これらの約束は、すでに成就されたか、これから文字どおり成就されるかのいずれかである。他の諸々の約束は条件付きであり、イスラエル人の忠実さと従順次第であった。これらの条件はことごとく破られ、この約束の経綸はイスラエルの失敗という結果に終わり、エジプトにおける隷属という裁きで幕を閉じた。


  「初めに神は創造された」という壮大な御言葉で始まった創世記は、「エジプトで棺に納められた」という御言葉で終わる。（創十二・一～三、創十三・十四～十七、創十五・五、創二六・三、創二八・十二～十三、出一・十三～十四を見よ。）


  ５．律法の下にある人。またもや神の恵みが臨んで無力な人を助け、選民を迫害者の手から贖った。シナイの荒野で、神は彼らに律法の契約を提案された。恵みの関係の継続をへりくだって請い求める代わりに、彼らはうぬぼれて「主が語られたことは何でも行います」と答えた。荒野と良き地におけるイスラエルの歴史は、目に余る恒常的な律法違反の長い記録である。そしてついに、度重なる警告の後、神は律法による人の試験を裁きをもって終えられた。最初にイスラエル、次にユダが、良き地から追放されて散らされた。この離散は今も続いている。弱々しいレムナントがエズラとネヘミヤの下で帰還し、その中から、しかるべき時に、キリストが来臨された。「一人の女から生まれて、律法の下に置かれた」。ユダヤ人と異邦人の両者が共謀して彼を十字架につけた。（出十九・一～八、二列十七・一～十八、二列二五・一～十一、使二・二二～二三、使七・五一～五二、ロマ三・十九～二〇、ロマ十・五、ガラ三・十を見よ。）


  ６．恵みの下にある人。主イエス・キリストの犠牲の死は、純粋な恵みの経綸をもたらした。これは身に余る好意を意味する。つまり、神は、律法の下におけるように義を要求する代わりに、義を与えてくださることを意味する。完全な永遠の救いが、今や無代価で、罪を認めて悔い改め、キリストを信じるユダヤ人と異邦人に提供されている。


  「イエスは彼らに答えて言われた、『神が遣わされた者を信じること、これが神の御業である』」（ヨハ六・二九）。「まことにまことにわたしはあなたたちに言う。わたしを信じる者は永遠の命を持つ」（ヨハ六・四七）。「まことにまことにわたしはあなたたちに言う。わたしの言葉を聞いて、私を遣わされた方を信じる者は、永遠の命を持ち、罪に定められることがなく、死から命に移っている」（ヨハ五・二四）。「わたしの羊はわたしの声を聞く。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしに従う。わたしは彼らに永遠の命を与える。彼らは決して滅びることがない」（ヨハ十・二七～二八）。「なぜなら、恵みにより、信仰を通して、あなたたちは救われたからである。これはあなたたちから出たことではなく、神の賜物である。働きによるのではない。だれも誇ることがないためである」（エペ二・八～九）。


  人に対するこの試験の結果は、不信仰な世と背教の教会に対する裁きであると予想される。（ルカ十七・二六～三〇、ルカ十八・八、二テサ二・七～十二、黙三・十五～十六を見よ。）


  この経綸を閉じる最初の出来事は、主が天から下って来られることである。その時、眠っている聖徒たちはよみがえらされ、生き残っている信者たちと共に引き上げられ、「空中で主と会う。こうして、私たちは永遠に主と共にいるようになる」（一テサ四・十六～十七）。次に、「大艱難」と呼ばれる短い期間が続く。（エレ三〇・五～七、ダニ十二・一、ゼパ一・十五～十八、マタ二四・二一～二二を見よ。）


  その後、主は力と大いなる栄光を帯びて自ら地に戻って来られ、裁きを行われる。これにより、七番目の最後の経綸が始まる。（マタ二五・三一～四六とマタ二四・二九～三〇を見よ。）


  ７．キリストの個人的統治の下にある人。キリストが自ら地に戻ってこられることに伴う清めの裁きの後、キリストは千年間、回復されたイスラエルと地を統治される。これは一般的に千年期と呼ばれている期間である。彼の権力の座はエルサレムにあり、恵みの経綸に救われた者たち、すなわち教会を含む聖徒たちが、彼の栄光の中で彼と連れ添う。（イザ二・一～四、イザ十一章、使十五・十四～十七、黙十九・十一～二一、黙二〇・一～六を見よ。）


  しかし、サタンが「少しのあいだ解かれる」時、サタンは、あいかわらず天然の心は悪になびきやすいことを見いだし、たやすく諸国民を集めて主とその聖徒たちに対して戦わせる。この最後の経綸は、他のすべての経綸と同様、裁きで幕を閉じる。大きな白い御座が設けられ、死んだ悪者がよみがえらされて最終的に裁かれる。それから、「新しい天と新しい地」が到来して、永遠が始まるのである。（黙二〇・三、七～十五、黙二一と二二章を見よ。）


  



  第三章 二つの降臨


  



  キリストの苦難とそれに続く栄光を、あらかじめ証しした時（一ペテ一・十一）


  旧約聖書の諸々の預言を注意深く考慮する人ならだれでも、来たるべきメシヤに関する二つの対照的な節や、矛盾とも思われる節に驚くにちがいない。一方の予測はメシヤのことを、弱さと謙卑を帯びて来られる方、悲しみの人で痛みを知る方、乾いた地から出た根のように、慕うべき何の姿も、容姿の麗しさも、美しさもない方として述べる。その顔は損なわれ、その両手と両足は刺し貫かれ、人と神から捨てられて、その墓は悪者どもと共に設けられる。詩二二・一～十八、イザ七・十四、イザ五三章、ダニ九・二六、ゼカ十三・六～七、マコ十四・二七を見よ。


  もう一方の節は、光輝く抵抗不可能な主権者を予告する。この方は、恐ろしい裁きで地を清め、散らされたイスラエルを再び集め、ダビデの王座をソロモンの栄光にもまして回復し、深遠な平和と完全な義の統治を開始される。申三〇・一～七、イザ十一・一～二、十～十二、イザ九・六～七、イザ二四・二一～二三、イザ四〇・九～十一、エレ二三・五～八、ダニ七・十三～十四、ミカ五・二、マタ一・一、マタ二・二、ルカ一・三一～三三を見よ。


  しかるべき時に、メシヤの誕生と共にメシヤ預言の成就が始まった。メシヤはイザヤ書にしたがって処女の息子として生まれ、ミカ書にしたがってベツレヘムに生まれた。そして、文字どおり完全に進んで行って、メシヤの謙卑に関するすべての予測が完全に成就されるに至った。なぜなら、王国の樹立の前に、最初に罪が取り除かれなければならないからである。しかし、メシヤが「柔和で、ろばに乗って、くびきを負うろばの子に持って」来られる方として示された時、ユダヤ人は自分たちの王を受け入れようとせず、十字架につけた。（ゼカ九・九とマタ二一・一～五、ヨハ十九・十五～十六を見よ。）


  しかし、「人の邪悪さにより、神の緻密な御旨は頓挫した」と結論してはならない。神の計画は御子の二度目の降臨も含んでいるからである。その時、メシヤの地的栄光に関する諸々の予測は、メシヤの地的苦難に関する予測と同じように、正確に文字どおり成就される。（ホセ三・四～五、マタ二四・二七～三〇、ルカ一・三一～三三、使一・六～七、十五・十四～十七を見よ。）


  ユダヤ人たちは心が鈍くて、自分たちのメシヤの苦難について預言者たちが告げたすべてのことを信じるのに遅かった。われわれも心が鈍くて、メシヤの栄光について預言者たちが告げたことを信じるのに遅い。確かに、より大きな非難を受けるべきはわれわれである。なぜなら、神の御子が「天の雲に包まれて、力と大いなる栄光とを帯びて」来られるのを信じることの方が、彼がベツレヘムの赤ん坊やナザレの大工として来られるのを信じることよりも、簡単なはずだからである。確かに、われわれは後者を信じる。預言者たちがそう予告したからではなく、すでに起きた出来事だからである。ユダヤ人を不信仰のゆえに非難するのをやめるべきである。「これほど多くの明確な予測の自明な意味に対して、どうしてユダヤ人たちは盲目でありえたのか？」と問われるなら、その答えは、「多くのクリスチャンと全く同じように、ユダヤ人は盲目にされたのである」というものである。クリスチャンたちもまた、聖書の「霊的解釈」のせいで、メシヤの地的栄光に関する遥かに数が多い予測の自明な意味に対して、盲目にされているのである。言い換えると、現代の学者たちの中には「メシヤの地的栄光の預言を文字どおりに解釈してはならない」と人々に言う者もいるが、それと同じように、昔の学者たちは「メシヤの苦難の預言を文字どおりに解釈してはならない」と人々に言っていたのである。


  この二度目の降臨はユダヤ人に対する約束であるだけでなく、教会に対する約束でもある。われらの主が、十字架の犠牲を成し遂げる前に、困惑して悲しんでいる弟子たちに対して語られた慰めと励ましの最後の御言葉の中に、このようなものがある。「あなたたちは心を騒がせてはならない。神を信じ、またわたしを信じよ。わたしの父の家には多くの住まいがある。もしそうでなければ、あなたたちにそう言っておいたであろう。わたしはあなたたちのための場所を備えに行く。そして、行って、あなたたちのための場所が整ったなら、再び来て、あなたたちをわたしのもとに迎える。わたしがいるところに、あなたたちもいるためである」（ヨハ十四・一～三）。


  ここで主は、別れについて述べるのと全く同じ言葉で、ご自分の再来について述べておられる。別れは個人的な肉体を伴うものであったことを、われわれは知っている。もし「再来は非個人的な『霊的』なものである」と言うなら、単純な御言葉をそのように解釈することを強いる、きわめて強い無制限な命令が聖書のどこかになければならない。しかし、そのような節は存在しない。しかし、この決定的点を疑ったり、理屈――どれほど強力な理屈だったとしても――で結論を引き出すよう、われわれは放っておかれてはいないのである。


  主が弟子たちの視界から消え去ったまさにその瞬間、「白い衣を着た二人の人が彼らのそばに立って言った、『あなたたち、ガリラヤの人たちよ、なぜ天を見上げて立っているのか？あなたたちを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたたちが見たのと同じ有様で、またおいでになるであろう』」（使一・十～十一）。


  同じことが一テサロニケ四・十六～十七にも述べられている。「すなわち、主ご自身が天使のかしらの声と神のラッパの鳴り響くうちに、叫びと共に、天から下って来られる。その時、キリストにある死者がまず最初によみがえり、それから生き残っている私たちが、彼らと共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主と会い、こうして、いつまでも主と共にいるであろう」。「この祝福に満ちた望み、すなわち大いなる神であり、私たちの救い主であるイエス・キリストの栄光の出現を待ち望んでいる」（テト二・十三）。


  「なぜなら、私たちの国籍は天にあるからである。そこから、救い主、主イエス・キリストが来られるのを、私たちは待ち望んでいる。彼は、万物をご自身に従わせうる力の働きによって、私たちの卑しい体を、ご自身の栄光の体のかたちに変えてくださる」（ピリ三・二〇～二一）。


  「愛する者たちよ、私たちは今や神の子である。しかし、私たちがどうなるのか、まだ明らかではない。しかし、彼が現れる時、自分たちが彼に似た者となることを、私たちは知っている。ありのままの彼を見るからである」（一ヨハ三・二）。「見よ、わたしはすぐに来る。わたしの報いはわたしと共にあり、各々にその働きに応じて与える」（黙二二・十二）。


  この「祝福に満ちた望み」のゆえに、われわれは「目をさまして」（マコ十三・三三、三五、三七、マタ二四・四二、二五・十三）、「待ち望み」（一テサ一・十）、「用意する」（マタ二四・四四）よう、教わっている。聖書における最後の祈りは、キリストの速やかな帰還を求める祈りである（黙二二・二〇）。


  これらの御言葉により、二度目の降臨は個人的な肉体を伴うものであることがよくわかる。それゆえ、これは信者の死、エルサレムの破壊、ペンテコステにおける聖霊の降臨、キリスト教の漸進的な流布を意味するものではない。むしろ、それは教会の「祝福に満ちた望み」なのである。その時、眠っている聖徒たちはよみがえらされ、そのとき生きている聖徒たちと共に「変えられ」（一コリ十五・五一～五二）、引き上げられて主と会う。その時、今や神の子であるわれわれは彼のようになる。その時、忠実な聖徒たちは、救われた後に御名のために行った信仰の働きに対する報いを受ける。


  以下の聖書の御言葉は、われわれの主の二つの降臨の間の違いを、さらに示すものである。第一の降臨を第二の降臨と比較せよ。


  



  第一の降臨


  



  「彼女は初子を産み、布にくるんで、飼い葉桶の中に寝かせた。宿屋には彼らのいる余地がなかったからである」（ルカ二・七）。


  「しかし今、世の終わりに、ご自身をいけにえとしてささげて罪を取り除くために、一度だけ現れたのである」（ヘブ九・二六）。


  「人の子が来たのは、失われたものを探して救うためである」（ルカ十九・十）。


  「神が御子を世に遣わされたのは、世を罪に定めるためではなく、世が御子によって救われるためである」（ヨハ三・十七）。


  「わたしの言葉を聞いても信じない人を、わたしは裁かない。なぜなら、わたしが来たのは世を裁くためではなく、世を救うためだからである」（ヨハ十二・四七）。


  



  第二の降臨


  



  「その時、人の子のしるしが天に現れるであろう。またその時、地のすべての民族は嘆き、そして力と大いなる栄光とをもって、人の子が天の雲に乗って来るのを見るであろう」（マタ二四・三〇）。


  「キリストもまた、多くの人の罪を負うために、一度だけご自身をささげられた。そして、彼を待ち望んでいる人々に、罪を負うためではなしに二度目に現れて、救いを与えられるのである」（ヘブ九・二八）。


  「そして、悩まされているあなたたちには、私たちと共に安息をもって報いてくださる。その時、主イエスが力ある天使たちと共に天から現され、燃える炎の中で、神を知らない者たちや、私たちの主イエス・キリストの福音に従わない者たちに報復される」（二テサ一・七～八）。


  「神は、お選びになったこの人により、義をもってこの世界を裁くために、日を定められたからである。神はこの方を死者の中からよみがえらせて、その確証をすべての人に示されたのである」（使十七・三一）。


  生徒はこの対比をいくらでも増やせるだろう。しかし、イスラエルと教会に対する約束はどちらも、われらの主の地上への帰還をどうしても必要とすることを示すには、もう十分である。


  キリストの個人的な肉体を伴う帰還、キリストの第二の降臨に関する聖書の教理に反する諸々の理論について考察することは、聖書の初学者の助けになるだろう。


  もちろん、次のことは明確に理解しなければならない。この経綸が終わるときの、キリストの目に見える肉体を伴った出現について述べている聖書の御言葉は、キリストの全知や偏在といった神聖な特質について言及している御言葉と区別しなければならない。これらの特質により、キリストはすべてを知っておられ、常に至る所に存在することができる。そのような節の例としては、マタイ十八・二〇や二八・二〇がある。幸いなことに、この意味において、彼はこの時代の終わりまで常にわれわれと共におられるのである。


  しかし、人なるキリスト・イエスは今や、個人的に肉体をもって神の右におられる。使徒一・九～十一が明確に述べているとおりである。「こう言い終えると、イエスは彼らの見ている前で天に上げられ、雲に迎えられて、その姿が見えなくなった。イエスの上って行かれるとき、彼らが天を見つめていると、見よ、白い衣を着た二人の人が、彼らのそばに立っていて言った、『あなたたち、ガリラヤの人々よ、なぜ天を仰いで立っているのか？あなたたちを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたたちが見たのと同じ有様で、またおいでになるであろう』」。


  ステパノはキリストを神の右に見た。「しかし、彼は聖霊に満たされて、一心に天を見つめていると、神の栄光と、神の右に立っておられるイエスとが見えた。そこで、彼は『見よ、天が開けて、神の右に立っておられる人の子が見える』と言った」（使七・五五～五六）。「彼は私たちの罪の清めをなし終えてから、いと高きところにおられる大能者の右に着座されたのである」（ヘブ一・三）。「もしあなたたちがキリストと共によみがえらされたなら、上にあるものを求めよ。そこでキリストは神の右に座しておられるのである」（コロ三・一）。


  普仏戦争の間、フォン・モルケは、その才能と才覚を用いて、また電線網を用いて、目に見える肉体の形ではベルリンの自分の事務室にいたのだが、すべての戦場に実際に臨んでいたのであった。後に、戦争中、彼はパリの前で軍隊に加わった。その後、彼の目に見える実際の姿はそこにあるようになった。同じようにわれわれの主は、その神聖な諸々の特質により、今、実際にご自分の教会と共におられるのだが、二度目の降臨の時に、目に消える個人的な姿で地上におられるようになるのである。


  １．主の再臨に関する諸々の預言は、ペンテコステにおける聖霊の降臨や、強力なリバイバルや幸いな祈りの集会における顕現によって成就されたわけではない。


  
    ａ．この解釈は実際上、三位一体の教理を無に帰して、聖霊をたんなるキリストの顕現とすることである。
 ｂ．御霊の降臨に関するキリストの約束の中で、キリストは御霊のことを「別の慰め主」としてはっきりと述べておられる（ヨハ十四・十六）。また、ヨハネ十六・七でキリストは「もしわたしが去って行かなければ、慰め主はあなたたちに来ない。しかし、わたしが去って行くなら、わたしは慰め主をあなたたちに遣わす」と述べておられる。
 ｃ．霊感を受けて使徒行伝、手紙、黙示録を記した著者たちは、ペンテコステの後に、百五十回以上、主の再来について述べている。そのどれも将来のこととしてである。
 ｄ．キリストの二度目の降臨に伴うと予期される出来事は、ペンテコステの時に何一つ起きなかった。それらの出来事とは：眠っている聖徒の復活（一コリ十五・二二～二三、一テサ四・十三～十六）、生きている信者の「変化」である。この変化により、生きている信者は「朽ちないものを着」、その卑しい体は「彼の栄光の体の様に変えられ」、携え上げられて空中で主と会う（一コリ十五・五一～五三、一テサ四・十七、ピリ三・二〇～二一）。また、力と大いなる栄光の中で御子が目に見える形で来臨されるため、地上のすべての民族が嘆く（マタ二四・二九～三〇、黙一・七）。
 これらが、われわれの主の再来の出来事に伴う諸々の現象である。彼が来臨される時、これらの現象が生じるであろう。これらの現象の一つたりとも、ペンテコステでは生じなかったし、聖霊の他の顕現でも生じなかったのである。

  


  ２．罪人の回心は主の来臨ではない。


  
    「これほど多くの詳細な預言を十分に解き明かす理論として真剣に示すには、この理論はあまりにも幼稚すぎる」と人は思うだろう。
 ａ．聖書によると、これは全く逆である。回心は罪人がキリストのもとに来ることであり、キリストが罪人のもとに来られることではない（マタ十一・二八、ヨハ五・四〇、七・三七、ヨハ六・三七）。
 ｂ．主の再来の時に起きると予期される、前述した出来事のどれも、罪人の回心に伴わない。

  


  ３．クリスチャンの死は主の来臨ではない。


  
    ａ．弟子たちが主の御言葉を「主が来るまで、自分たちの中の一人は生き残っている」と受け取った時、「その弟子は死なない」という噂が彼らの間に広まった（ヨハ二一・二二～二四）。
 ｂ．霊感を受けた著者たちは、信者の死を去ることとして常に述べている。主の来臨がクリスチャンの死と関連づけられている例は一つもない。（ピリ一・二三、二テモ四・六、二コリ五・八を見よ。）瀕死のステパノは天が開かれるのを見、人の子が来臨されるのではなく、「神の右に立っておられる」（使七・五五～五六）のを見た。
 ｃ．主の再来の時に起きると予期される出来事のどれも、クリスチャンの死に伴わない。

  


  ４．ローマによるエルサレムの破壊は主の二度目の来臨ではなかった。


  
    ａ．マタイ二四章とルカ二一章で、三つの出来事が予告されている：宮の破壊、主の来臨、この世（時代）の終わりである。（マタ二四・三を見よ。）このような解釈は、この全く異なる出来事の間に無用の混乱をきたすものである。この出来事の中の一つが成就されるとき、すべてが成就されることがわかる。
 ｂ．使徒ヨハネは、エルサレムの破壊の後に黙示録を書いたが、主の来臨を依然として将来のこととして述べている（黙一・四、七、二・二五、三・十一、二二・七、十二、二〇）。聖書の最後の約束は、「確かに、わたしは速やかに来る」であり、最後の祈りは、「しかり、主イエスよ、来てください」である。
 ｃ．主の再来の時に起きると予期される出来事のどれも、エルサレムが破壊された時に起きなかった。（一テサ四・十四～十七、マタ二四・二九～三一、マタ二五・三一～三二を見よ。）

  


  ５．キリスト教の流布はキリストの二度目の来臨ではない。


  
    ａ．キリスト教の流布は漸進的だが、聖書は主の再来を突然の予想外のこととして述べている（マタ二四・二七、三六～四二、五〇、二ペテ三・十、黙三・三）。
 ｂ．キリスト教の流布は一つの過程である。聖書は常に、主の再来を一つの出来事として述べている。
 ｃ．キリスト教の流布は悪人に救いをもたらすが、キリストの再来は悪人に救いではなく「突然の滅び」をもたらすと述べられている（一テサ五・二、三、二テサ一・七～十、マタ二五・三一～四六）。

  


  ６．主張されているこれらの説明や理論は、広まってはいるものの、どの学派や宗派でも高名な神学者たちの本の中には現れない。また、あまねく認知されている一流の解釈学者たちの中に、これらを支持する者は一人もいない。これらの人々はみな、肉体を伴う目に見えるキリストの二度目の来臨を支持している。


  
    しかしながら、「この世が福音の宣べ伝えによって回心して、千年間キリストの霊的統治に服した後でないかぎり、この来臨は起こりえない」と述べられることもある。以下の理由により、この見解は全くの誤りであると考えられる。
 ａ．聖書が明確に述べているように、キリストの二度目の来臨の時の地上の状態は、恐ろしい邪悪な状態であって、千年期の祝福の状態ではない（ルカ十七・二六～三二、創六・五～七、十三・十三、ルカ十八・八、ルカ二一・二五～二七）。
 ｂ．聖書はこの経綸の全行程を最初から最後まで、この世がその一部分だけでも回心する可能性を全く排除するような言葉で描写している（マタ十三・三六～四三、四七～五〇、マタ二五・一～十、一テモ四・一、二テモ三・一～九、四・三～四、二ペテ三・三～四、ユダ十七～十九）。
 ｃ．この経綸における神の目的は、「御名のために異邦人の中から一つの民を集める」ことであって、この世の回心ではない、と告げられている。その後、彼は「戻って来られ」、その前ではなくその次に、この世が回心する。（使十五・十四～十七、マタ二四・十四［『証しのために』］、ロマ一・五［すべての国民『を』ではなく、すべての国民の『間から』］、ロマ十一・十四［『すべて』ではなく、『幾人かを』］、一コリ九・二二、黙五・九［『すべてを』ではなく、『中から』］を見よ。）
 ｄ．一千年以上起きないことがわかっている出来事のために、「目を覚まし」て「待っている」ことは不可能である。

  


  



  第四章 二つの復活


  



  真理の御言葉はきわめて明快な積極的言葉で、すべての死者がよみがえらされることを教えている。信仰の教義の中でこの教義ほど、聖書本文が権威をもって文字どおり強調しているものはないし、キリスト教にとって不可欠なものもない。「しかし、もし死者の復活がないなら、キリストはよみがえらなかったことになる。そして、キリストがよみがえらなかったのなら、われわれの宣べ伝えは空しく、あなたたちの信仰もまた空しい」（一コリ十五・十三～十四）。


  しかし、聖書はすべての死者が一度によみがえらされるとは教えていない。これを見ることが重要である。聖徒たちの部分的復活はすでに起きた。「そして、墓が開かれ、眠っていた多くの聖徒たちの体がよみがえった。彼の復活の後、彼らは墓から出て来て、聖なる都の中に入り、多くの者に現れた」（マタ二七・五二～五三）。


  二つの復活は依然として将来である。この二つの復活の時と、復活する者たちとは異なる。この二つの復活は様々な言い方で区別されている。「命の復活」と「滅びの復活」、「義なる者と不義なる者の復活」等のように。以下の聖書の御言葉は、この重要な主題について述べている。


  「このことに驚いてはならない。時が来る。その時、墓の中にいる者たちは彼の声を聞き、出て来て、善を行った者は命の復活に、悪を行った者は滅びの復活に至る」（ヨハ五・二八～二九）。「この『時』という言葉は、この二つの部類の人々が同時に復活することを示している」と反論されるなら、「二五節のこの『時』はすでに千八百年続いている」と答えよう。（二ペテ三・八、二コリ六・二、ヨハ八・五六における「日」についても見よ。）


  「しかし、あなたが宴を設ける時、貧しい者、体の不自由な者、足なえ、盲人を招きなさい。そうするなら、あなたは祝福される。なぜなら、彼らはあなたに返礼できないからである。あなたは義人の復活の時に返礼を受ける」（ルカ十四・十三～十四）。この節で、われわれの主は第一の復活についてだけ述べておられる。一コリント十五章では、なおもさらなる区別が現れる。「なぜなら、アダムにあってすべての人が死ぬように、キリストにあってすべての人が生かされるからである。しかし、各自は自分の順番に従う。キリストは初穂である。次が、キリストの来臨の時に、キリストのものである者たちである」（一コリ十五・二二～二三）。


  「しかし、兄弟たちよ、眠っている者たちに関して、私はあなたたちに無知でいてほしくない。それは、望みを持たない他の人々のように、あなたたちが悲しむことがないためである。私たちが信じているように、イエスが死んで復活されたからには、同様に神はイエスにあって眠っている人々をも、彼と一緒に導き出してくださるであろう。私たちは主の御言葉によって言うが、生きながらえて主の来臨まで残っている私たちが、眠った人々を妨げる（眠った人々より先になる）ことはない。すなわち、主ご自身が天使のかしらの声と神のラッパの響きの中で、叫びと共に天から下って来られる。そして、キリストにある死者がまず最初によみがえる」（一テサ四・十三～十六）。


  もし、すべての死者が一度によみがえる復活を使徒が念頭に置いていたのなら、それから逃れることは不可能なはずだから、「どうにかして」それに達することについてどうして述べることができただろう？


  黙示録二〇・四～六で、この二つの復活が再び一緒に述べられている。この箇所では、時について重要な追加がなされている。救われた者の復活と救われていない者の復活との間の時が示されているのである。「そして、私は諸々の座を見た。彼らはそこに座り、裁きの権が彼らに与えられた。そして、イエスの証しと神の御言葉のために首をはねられた者たち、また、獣とその像とを拝まず、その刻印を額や手に受けなかった人々を見た。彼らは生きて、キリストと共に千年間支配した。しかし、それ以外の死者は、この千年の期間が終わるまで生き返らなかった。これが第一の復活である。この第一の復活にあずかる者は、さいわいな者であり、また聖なる者である。この者たちに対しては、第二の死は何の力もない。彼らは神とキリストとの祭司となり、彼と共に千年間支配する」。十二節と十三節は、「滅びに至る」第二の復活について描写している。


  したがって、聖書の証しは明確である。信者の体は不信者の体の間からよみがえらされ、引き上げられて、空中で主と会う。この復活は不信者の復活の千年前である。この復活の教理が関係しているのは、死者の体だけである。これをしっかりと保持しなければならない。肉体を離れた死者の霊は、直ちに祝福か苦悩を意識するようになるのである（ピリ一・二三、二コリ五・八、ルカ十六・二二～二三）。


  



  第五章 五つの裁き


  



  「全体的裁き」という表現が宗教的な文献の中に頻出するが、そのような表現は聖書の中には見あたらない。さらに重要なことに、この表現が伝える観念も聖書の中には見あたらない。


  ペンテコステ博士はこれを見事に述べている。「この有害な慣習により、裁きをこの世の終わりに起きる一度きりの大事件であると述べるよう、キリスト教世界は導かれてきた。その時、すべての人、聖徒、罪人、ユダヤ人と異邦人、生者と死者が、大きな白い御座の前に立って、そこで裁かれるというのである。聖書の教えでこれほど広まっているものはない」。


  聖書は五つの裁きについて述べている。これらの裁きは四つの大まかな点で異なる：裁きの対象、裁きの場所、裁きの時、裁きの結果である。


  



  信者に関する裁き


  
    信者たちの罪は裁かれた。
 時：Ａ．Ｄ．三〇年
 場所：十字架
 結果：キリストの死：信者の義認

  


  「イエスは自分の十字架を負って、されこうべ（ヘブル語ではゴルゴタ）という場所に進んで行かれた。彼らはそこでイエスを十字架につけた」（ヨハ十九・十七～十八）。


  「この方はみずから木の上で私たちの罪をその身に負われたのである」（一ペテ二・二四）。


  「キリストもまた罪のために苦しまれた。義なる方が不義なる者のために苦しまれたのである。それは私たちを神にもたらすためであった」（ガラ三・十三）。


  「なぜなら彼（神）は、罪を知らない方（キリスト）を私たちのために罪とされたからである。それは私たちが彼にあって神の義とされるためであった」（二コリ五・二一）。


  「しかし今、世の終わりに、ご自身をいけにえとしてささげて罪を取り除くために、彼は一度だけ現れたのである」（ヘブ九・二六）。


  「私たちの罪の清めをご自身でなし終えて」（ヘブ一・三）。


  「それゆえ今や、キリスト・イエスにある者たち、肉にしたがってではなく御霊にしたがって歩む者たちが、罪に定められることはない」（ロマ八・一）。


  



  信者の罪の裁き


  
    時：いつでも
 場所：どこでも
 結果：われわれが自分自身を裁かないなら、主によって懲らしめを受ける

  


  「もし私たちが自分自身を裁くなら、裁かれることはない。しかし、私たちが裁かれるのは、主によって懲らしめられることであって、この世と共に罪に定められないためである」（一コリ十一・三一～三二）。


  「懲らしめを耐え忍びなさい。神はあなたたちを子として取り扱っておられるのである。父親に懲らしめられない子がいるだろうか？」（ヘブ十二・七）


  （一ペテ四・十七、一コリ五・五、二サム七・十四～十五、二サム十二・十三～十四、一テモ一・二〇も見よ。）


  



  信者の行いや働きは裁かれる


  
    時：キリストが来臨される時
 場所：「空中」
 信者に対する結果：「報い」か「損失」。「しかし自分自身は救われる」。

  


  キリストはわれわれの罪を木の上でその身に負われ、神は「もはや罪を思い出さない」という契約をわれわれと結ばれたが（ヘブ十・十七）、すべての働きが裁かれなければならない。これは厳粛なことである。信者の生活、働きが主によって精査されなければならない。


  「このゆえに、私たちは労苦している。それは、肉体を宿としているにしても、それから離れているにしても、彼に受け入れてもらうためである。なぜなら、私たちはみな、キリストの裁きの座の前に出なければならないからである。それは、善であれ悪であれ、自分の行ったことにしたがって、自分の身で行ったものをそれぞれ受けるためである」（二コリ五・九～十）。


  「それなのに、なぜあなたは自分の兄弟を裁くのか？なぜあなたは自分の兄弟を軽んじるのか？私たちはみな、キリストの裁きの座の前に立つのである」（ロマ十四・十）。


  これらの節は両方とも信者に限られていることが文脈からわかる。まず第一に、使徒はわれわれのことを、二つの状態のうちのどちらかにある者として述べている：体を宿としていて主から離れている状態と、体から離れて主と共にある状態である――未信者に対してこのような言葉遣いはできない。「それゆえ」主に喜ばれることを「私たちは目標としている」「私たちはみな、明らかにされなければならないからである」（二コリ五・八～九）。


  この他の節では、「私たち」「兄弟」という言葉が、またもやこれを信者に限定している。聖霊は、救われた者と救われていない者を決して混同されない。次に、血によって清められた聖徒でも裁かれるおそれがあることが、信じがたいことのように思われないようにするために、聖霊はイザヤ書から引用して「すべての膝がかがむ」ことを示し、「ですから、私たちはみな、神に申し開きをすることになるのである」と付け加えておられる。


  以下の節は、働きの裁きの基礎を与える：「なぜなら、すでに据えられている土台以外のものを据えることは、だれにもできないからである。そして、この土台はイエス・キリストである。この土台の上に、だれかが金、銀、宝石、木、わら、刈り株を用いて建てるならば、それぞれの働きは明らかにされる。すなわち、かの日がそれを明らかにする。なぜなら、それは火によって示されるからである。そして、この火が、それぞれの仕事がいかなるものかを試すであろう。もしある人の建てたものが残るなら、その人は報いを受けるが、その働きが焼けてしまえば、損失を被るであろう。しかし彼自身は、火の中をくぐってきた者のようにではあるが、救われるであろう」（一コリ三・十一～十五）。


  以下の節は、この裁きの時を確定する：「人の子は、その御使いたちと共に、父の栄光のうちに来る。その時、各自の働きに応じて各々に報いる」（マタ十六・二七）。「あなたはさいわいである。彼らはあなたに返礼することができないからである。義人の復活の時に、あなたは返礼を受けるであろう」（ルカ十四・十四）。（一コリ十五・二二～二三を見よ。）「だから、主が来られるまで、何事についても、先走って裁いてはならない。主は暗闇の中に隠れていることを明るみに出し、心のはかりごとをあらわにされるであろう。その時、神からそれぞれほまれを受けるであろう」（一コリ四・五）。


  われわれの貧弱な働きは必ず精査されることになる。この事実に照らして見るとき、彼は忍耐強い愛によって、今、われわれを導き、われわれの内で働いてくださり、かの日、われわれを褒めることのできるものを見いだせるようにしてくださるということは、なんと慰めに満ちていることか。


  「見よ、わたしはすぐに来る。わたしの報いはわたしと共にあり、各自に働きに応じて与える」（黙二二・十二）。


  「今から後、義の冠が私のために備えられている。かの日には、義なる審判者である主が、それを私に授けてくださるであろう」（二テモ四・九）。


  この裁きの場所については、一テサ四・十七とマタ二五・二四～三〇を見よ。


  



  諸国民の裁き


  
    時：キリストの栄光の出現（マタ二五・三一～三二、マタ十三・四〇～四一）
 場所：ヨシャパテの谷（ヨエ三・一～二、十二～十四）
 結果：ある者は救われ、ある者は失われる（マタ二五・四六）

  


  基礎：ここでキリストが「わたしの兄弟たち」と呼んでいる者たちに対する取り扱い（マタ二五・四〇～四五、ヨエ三・三、六～七）。この「兄弟たち」は「大艱難」の間に自分たちのメシヤであるイエスに立ち返るユダヤ人のレムナントであるとわれわれは信じる。大艱難は、教会が取り去られた後に続き、われわれの主の栄光の出現で終わる（マタ二四・二一～二二、黙七・十四、二テサ二・三～九）。その証拠はあまりにも多すぎて、ここで示すことはできない。しかし、明らかに、この「兄弟たち」はこの経綸の信者たちではありえない。なぜなら、信者たちに優しくする働きは、実際にはイエスご自身に対する奉仕であることすら知らない、かなり多くの無知なクリスチャンを見つけるのは、不可能だろうからである。


  生きている諸国民に対するこの裁きは、黙示録二〇・十一の大きな白い御座の裁きと混同されることがしばしばある。したがって、この二つの光景の対比を以下に示す方がいいだろう。


  この生きている諸国民の特徴は以下のとおりである：復活はない：生きている諸国民が裁かれる：地上で：いかなる本も開かれない：羊、山羊、「兄弟たち」の三種類の人々：時は、キリスト出現の時である。大きな白い御座の特徴は以下のとおりである：復活が一回ある：「死者」が裁かれる：天と地は逃げ去った：「諸々の本が開かれた」：一種類の人々のみ：キリストが千年間統治した後。


  この裁きのとき、聖徒たちはキリストと共にいる。したがって、聖徒たちがこの裁きを受けることはありえない。（一コリ六・二、ダニ七・二二、ユダ十四～十五を見よ。）


  実は、大きな白い御座の裁きと生きている諸国民の裁きとの間には、共通点が一つしかない：どちらも裁きであるという点である。


  



  死んだ悪人の裁き


  
    時：千年期の後の、ある決まった日（使十七・三一、黙二〇・五、七）
 場所：大きな白い御座の前（黙二〇・十一）
 結果：黙二〇・十五

  


  使徒十七・三一やローマ二・十六のような節の中で用いられている「日」という言葉に、困難を覚える人もいるかもしれない。「日」がある長さの期間を意味する以下の節を見よ：二ペテ三・八、二コリ六・二、ヨハ八・五六。ヨハネ五・二五の「時」は、今ではもう千八百年以上続いている。


  聖書はまた、御使いの裁きについても述べている（一コリ六・三、ユダ六、二ペテ二・四）。ルカ二二・三〇は、審判者たちのことを、おそらく神政政治の下にある者として述べている――司法職ではなく行政職のことを言っているのである。（イザ一・二六を見よ。）


  



  第六章 律法と恵み


  



  真理の御言葉の最も明白で顕著な区別は、律法と恵みの区別である。まさに、これらの対照的な原則が、二つのきわめて重要な経綸を特徴づけている：ユダヤ人の経綸とクリスチャンの経綸である。「律法はモーセによって与えられたが、恵みと真理はイエス・キリストによって来たからである」（ヨハ一・十七）。


  もちろん、モーセの前に律法がなかったわけでも、イエス・キリストの前に恵みや真理がなかったわけでもない。善悪を知る知識の木の実を食べてはならないというアダムへの禁令（創二・十七）は律法だった。また、主なる神は罪を犯した被造物を探して皮の衣を着せられたが、これは確かにきわめて素晴らしい恵みの現れである。この皮の衣は「私たちのための義となられた」（一コリ一・三〇）キリストの美しい型である。神の御旨を啓示するものとしての律法と、神の優しさを啓示するものとしての恵みとは、常に存在していた。これを聖書は大いに証しする。しかし、聖書でもっとも頻繁に言及されている「その律法（the law）」は、モーセによって与えられ、シナイからカルバリまでの時を支配して特徴づけている。同じように、恵みはカルバリから始まる経綸を支配し、この経綸に独特な性格を与える。そして、この経綸は教会の携挙によって終わることが予示されている。


  しかしながら、聖書はどの経綸においても、この二つの原則を混同してはいない。これを見ることがきわめて重要である。律法の占める立場が常にあり、恵みとは別に、恵みとは全く逆に働く。律法では、神は禁止したり、要求したりされる。恵みでは、神は懇願し、授けてくださる。律法は罪定めの務めであり、恵みは赦しの務めである。律法は呪い、恵みはその呪いから贖う。律法は殺し、恵みは生かす。律法は神の御前ですべての口を閉ざし、恵みは口を開いて神を賛美させる。律法は咎のゆえに人と神を大いに隔てるが、恵みは咎ある人を神に近づけさせる。律法は「目には目を、歯には歯を」と告げるが、恵みは「悪に抵抗してはならない。あなたの右の頬を打つ者には、左の頬も向けよ」と告げる。律法は「あなたの敵を憎め」と告げるが、恵みは「あなたの敵を愛し、あなたを虐待する者たちを祝福せよ」と告げる。律法は「行って生きよ」と告げるが、恵みは「信じて生きよ」と告げる。律法には宣べ伝える者が決していなかったが、恵みは全被造物に宣べ伝えられなければならない。律法は最善の人間ですら徹底的に罪に定めるが、恵みは無代価で極悪人さえも義とする（ルカ二三・四三、ロマ五・八、一テモ一・十五、一コリ六・九～十一）。律法は検査の体系であり、恵みは愛顧の体系である。律法は姦婦を石で打つが、恵みは「わたしもあなたを罪に定めない。行って、もう罪を犯してはならない」と言う。律法の下では羊が羊飼いのために死ぬが、恵みの下では羊飼いなる御方が羊のために死んでくださる。


  聖書は至る所で、律法と恵みを鮮明な対比のうちに示す。今日流行している教えの大部分は両者を混同しているが、これは両方とも損なうものである。なぜなら、律法からはその恐ろしさを、恵みからはその無代価である点を除き去るからである。


  新約聖書では「律法」はモーセによって与えられた律法を意味することを、生徒は見なければならない（ロマ七・二三は例外である）。律法全体（道徳に関する律法や十戒、儀式に関する律法）を意味する場合、戒めだけを意味する場合、祭儀の律法だけを意味する場合がある。第一の部類の御言葉の例としては、ロマ六・十四、ガラ二・十六、三・二がある。第二の部類の例は、ロマ三・十九と七・七～十二である。第三の部類の例はコロ二・十四～十七である。


  また、次の点も覚えておかなければならない。祭儀に関する律法の中には、素晴らしい数々の型――祭司及びいけにえとしての主イエスのパースンと御業の美しい予表――が含まれている。例えば、幕屋（出二五～三〇章）や、レビのいけにえ（レビ一～七章）のように。これらの予表は、霊的な心の持ち主にとって、尽きない驚きと喜びになるにちがいない。


  詩篇の中には、「石に彫りつけた文字による死の務め」（二コリ三・七）について理解しないかぎり説明不可能な数々の表現があるが、それらの表現をキリストあるいは贖われた者を示すものとして見る時、その意味が明らかになる。「その人は主の律法を喜びとし、昼も夜もその律法を思い巡らす」（詩一・二）。「ああ、私はあなたの律法をなんと愛していることか！私はひねもすこれを深く思います」（詩一一九・九七）。


  三つの誤謬が、律法が恵みに対して持つ正しい関係に関して、教会を悩ませてきた。


  １．反律法主義――信者の生活を支配する規則をすべて否定し、人は神の無代価の恵みによって救われるのだから、聖い生活を送る必要はないと主張すること。「彼らは神を知っていると口では言うが、行いでは神を否定している。彼らは忌むべき者、不従順な者、いっさいの良いわざに関しては失格者である」（テト一・十六）。


  「そのわけは、ある人々が気づかぬうちに忍び込んできたからである。彼らは、このような裁きを受けるよう昔から定められていた者たちであり、不敬虔な者たちである。彼らは私たちの神の恵みを放縦に変え、唯一の主なる神、私たちの主イエス・キリストを否んでいる」（ユダ四）。


  ２．儀式主義――レビの慣例を守るよう信者に要求すること。この誤謬の現代の形は、「クリスチャンの数々の慣例を守ることが救いに必要である」いう教えである。


  「そして、ユダヤから下って来たある人々が兄弟たちに『あなたたちも、モーセの慣例にしたがって割礼を受けなければ、救われない』と、説いていた」（使十五・一）。


  ３．ガラテヤ主義――律法と恵みを混同すること。「義認は一部は恵みにより、一部は律法による」「恵みが与えられるのは、そうでなければ無力な罪人に、律法を守らせるためである」という教え。あらゆる誤謬の中で最も広まっているこの誤謬に対して、「ガラテヤ人への手紙は神の決定的答えである」という厳粛な警告、反論不能な論理が与えられており、強調されている。


  「私は、ただこの一つの事を、あなたたちに聞きたい。あなたたちが御霊を受けたのは、律法を行ったからか、それとも信仰を聞いたからか？あなたたちは、そんなにも愚かなのか？御霊で始めたのに、今になって肉で仕上げるというのか？」（ガラ三・二～三）。


  「あなたたちがこんなにも早く、あなたたちをキリストの恵みの中に招いてくださった方から離れて、別の福音（別の福音などありえないのだが）に移っていくのが、私には不思議でならない。ただ、ある人々がいてあなたたちをかき乱し、キリストの福音を曲げようとしているのである。しかし、たとえ私たちであろうと、天からの御使いであろうと、私たちがあなたたちに宣べ伝えたのと異なる福音をあなたたちに宣べ伝えるなら、その者は呪われるべきである」（ガラ一・六～八）。


  この重要な主題について教えている聖書の教えの概要として、以下のものが助けになるかもしれない。引用した御言葉が言及しているのは、ただ道徳に関する律法のみである。


  



  律法とは何か


  



  「このようなわけで、律法は聖なるものであり、戒めも聖であって、正しく、かつ善なるものである」（ロマ七・十二）。


  「私たちは、律法は霊的なものであることを知っているからである。しかし、私は肉的なものであって、罪の下に売られているのである」（ロマ七・十四）。


  「すなわち、私は、内なる人としては神の律法を喜んでいるからである」（ロマ七・二二）。


  「私たちが知っているとおり、律法なるものは、法にしたがって用いるなら、良いものである」（一テモ一・八）。


  「律法は信仰から出ているものではない」（ガラ三・十二）。


  



  律法の合法的使用


  



  「それでは、私たちは何と言おうか？律法は罪なのか？断じてそうではない。しかし、律法によらなければ、私は罪を知らなかったであろう。すなわち、もし律法が『むさぼるな』と言わなかったら、私はむさぼりなるものを知らなかったであろう」（ロマ七・七。十三節も見よ）。


  「それゆえ、律法を行うことによっては、肉なる者は神の目に義とされない。律法によって、罪の自覚が生じるからである」（ロマ三・二〇）。


  「それでは、律法は何であるか？それは違反のゆえに付け加えられたのである」（ガラ三・十九）。


  「さて、私たちが知っているように、すべて律法の言うところは、律法の下にある者たちに対して語られている。それは、すべての口がふさがれて、全世界が神の前に有罪となるためである」（ロマ三・十九）。律法には一つの言葉しかない：「すべて律法の言うところは」とあるとおりである。律法が言うのは、ただ罪に定めるためなのである。


  「なぜなら、律法の行いによる者はみな、呪いの下にあるからである。『律法の書に書いてあるすべてのことを守らず、これを行わない者は、みな呪われる』と書いてあるからである」（ガラ三・十）。


  「なぜなら、律法をことごとく守ったとしても、その一つの点でも破るなら、全体を犯したことになるからである」（ヤコ二・十）。


  「石に彫りつけた文字による死の務め」（二コリ三・九）。


  「私はかつては、律法なしに生きていたが、戒めが来るに及んで、罪は生き返り、私は死んだ」（ロマ七・九）。


  「罪の力は律法である」（一コリ十五・五六）。


  それゆえ、次のことは明らかである。人類が二千五百年律法を持たずに存続してきた後に、神が律法を与えられた目的は（ヨハ一・十七、ガラ三・十七）、まず咎ある人に自分の罪を知らせ、次に、神の義なる要求に照らして見たとき、人は全く無力であることを知らせるためだったのである。律法の務めは、完全にただ罪定めと死の務めである。


  



  律法のなしえないこと


  



  「それゆえ、律法を行うことによっては、肉なる者は神の目に義とされない。律法によって、罪の自覚が生じるからである」（ロマ三・二〇）。


  「人が義とされるのは律法の行いによるのではなく、イエス・キリストを信じる信仰によることを知って、私たちもイエス・キリストを信じたのである。それは、律法の行いによるのではなく、キリストを信じる信仰によって義とされるためである。なぜなら、律法の行いによっては、肉なる者は決して義とされないからである」（ガラ二・十六）。


  「私は神の恵みを無にしない。もし、義が律法によって得られるなら、キリストの死は無駄だったことになる」（ガラ二・二一）。


  「しかし、律法によっては、神の目に義とされる人はだれもいないことが、明らかである。なぜなら、義人は信仰によって生きるからである」（ガラ三・十一）。


  「律法が肉により弱くなっているために成しえなかった事を、神は成し遂げてくださった。すなわち、御子を、罪の肉の様で罪のゆえに遣わし、肉において罪を罰せられたのである」（ロマ八・三）。


  「そして、モーセの律法によっては義とされることができなかったすべての事についても、信じる者はみな、イエスによって義とされるのである」（使十三・三九）。


  「律法は何事も全うしなかったからである。他方では、さらに優れた望みが現れてきて、私たちはそれにより神に近づくのである」（ヘブ七・十九）。


  



  信者は律法の下にない


  



  ローマ六章はまず、キリストの死による信者のキリストとの一体化について告げる。バプテスマはキリストの死を象徴するものである（一～十節）。その後、十一節から、信者の歩みを支配すべき諸々の原則について告げ始める――信者の生活規則を告げ始める。これが残りの十二節の主題である。十四節は信者の解放の大原則を与えている。この解放は罪の過ちからの解放ではない。それはキリストの血によって対処される。この解放は罪の支配――罪の下の束縛――からの解放である。「なぜなら、罪はあなたたちを支配することはないからである。あなたたちは律法の下にではなく、恵みの下にあるからである」。


  この御言葉が、「だから、敬虔な生活は重要ではない」と述べる恐ろしい反律法主義に導かないようにするために、御霊は直ちに「それでは、どうなのか。律法の下にではなく、恵みの下にあるからといって、私たちは罪を犯すべきだろうか？断じてそうではない」と付け加えておられる。新しくされた心はみな、きっとこれに「アーメン」と答えるにちがいない。


  次に、ローマ七章は、律法からの解放の別の原則を導入する。「それゆえ、私の兄弟たちよ、あなたたちも、キリストの体により、律法に対して死んだのである。それは、あなたたちが別の方、すなわち、死者の中からよみがえられた方に嫁いで、こうして、私たちが神のために実を結ぶためである。というのは、私たちが肉にあった時には、律法による罪の活動が、死へと至る実を結ばせようと、私たちの肢体の中に働いていた。しかし今は、私たちをつないでいたものに対して死んだので、私たちは律法から解放され、その結果、古い文字によってではなく、新しい霊によって仕えているのである」（ロマ七・四～六）（これは祭儀律法のことを言っているのではない。七節を見よ。）


  「私は、神に生きるために、律法によって律法に死んだ」（ガラ二・十九）。


  「しかし、信仰が現れる前は、私たちは律法の下に保たれ、やがて啓示される信仰の時まで閉じ込められていた。このようにして律法は、信仰によって義とされるために、私たちをキリストへともたらす養育係となったのである。しかし、信仰が現れた以上、私たちはもはや養育係の下にはいない」（ガラ三・二三～二五）。


  「しかし、私たちが知っているとおり、律法なるものは、法にしたがって用いるなら、良いものである。律法は正しい人のために設けられたのではなく」（一テモ一・八～九）。


  



  信者の生活規則は何か？


  



  「『彼の中に住んでいる』と言う者は、彼が歩まれたように、その人自身も歩むべきである」（一ヨハ二・六）。


  「彼は私たちのために命を捨ててくださった。それによって、私たちは神の愛を知った。私たちもまた、兄弟たちのために命を捨てるべきである」（一ヨハ三・十六）。


  「親愛なる愛する者たちよ、私はあなたたちに勧める。あなたたちは旅人であり巡礼者であるから、魂に戦いを挑む肉の欲を避けなさい」（一ペテ二・十一。十二～二三節も見よ。）


  「それゆえ、主の囚人である私は、あなたたちに勧める。あなたたちが召されたその召しにふさわしく歩み、謙虚と柔和のかぎりを尽くし、忍耐をもって、愛によって互いに忍びあいなさい」（エペ四・一～二）。


  「それゆえ、あなたたちは、神に愛されている子供として、神にならう者になりなさい。また愛の中を歩みなさい。キリストもあなたたちを愛して、私たちのためにご自身をささげてくださったのである」（エペ五・一～二）。


  「あなたたちは、かつては闇であったが、今は主にあって光となっている。光の子として歩みなさい」（エペ五・八）。


  「そこで、あなたたちの歩み方によく注意して、愚か者のようにではなく、賢い者のように歩み、時を贖いなさい。今は悪い時代だからである」（エペ五・十五～十六）。


  「私は命じる、御霊によって歩みなさい。そうすれば、肉の欲を満たすことはない」（ガラ五・十六）。


  「わたしがあなたたちにしたとおりに、あなたたちもするように、わたしは手本を示したのです」（ヨハ十三・十五）。


  「もしわたしの戒めを守るなら、あなたたちはわたしの愛のうちにとどまる。それはわたしが父の戒めを守ったので、その愛のうちにとどまっているのと同じである」（ヨハ十五・十）。


  「わたしの戒めはこれである。わたしがあなたたちを愛したように、あなたたちも互いに愛し合いなさい」（ヨハ十五・十二）。


  「わたしの戒めを抱いてこれを守る者は、わたしを愛する者である」（ヨハ十四・二一）。


  「そして、願い求めるものは、何でも彼からいただけるのである。それは、私たちが彼の戒めを守り、御目にかなうことを行っているからである。その戒めとはこれである。すなわち、御子イエス・キリストの御名を信じ、私たちに命じられたように、互いに愛し合うべきことである」（一ヨハ三・二二～二三）。


  「わたしが、それらの日の後、彼らと結ぶ契約はこれであると、主は言われる。わたしはわたしの律法を彼らの心に与え、彼らの思いのうちに書き付けよう」（ヘブ十・十六）。


  この原則の美しい絵図を、子供を愛する母親の愛の中に見ることができる。律法は親に自分の子孫を世話するよう命じ、それを故意に無視するなら罰を下すことを宣告する。しかし、その土地は幸福な母親たちでいっぱいである。この母親たちは優しく子供を世話していて、そのような法律があるとは露知らない。律法が母親たちの心のうちにあるのである。


  これに関連して、律法の石板のために神が定められた場所は証しの箱の内側だったことを思い出すと、ためになる。律法の石板と一緒に「マナの入った金の壺と、つぼみをつけたアロンの杖」もそこにあった（これらは型である。一方は、荒野におけるわれわれのパンであるキリストの型であり、他方は復活の型である。両方とも恵みを物語っている）。これらのものは、贖いの血を振りかけられた金の恵みの座によって、見えないように覆われていた。破られた律法を神がご覧になるのは、ただこの血を通してであった。この血が完全に神の義を示して、神の怒りを宥めたのである（ヘブ九・四～五）。


  これらの聖なるものであり、かつ正しいものである、しかし恐るべき律法の石板を、恵みの座と贖いの血の下から引き出して、それをクリスチャン生活の規則として、クリスチャンの諸教会のうちに打ち立てる役割は、現代主義者たちのために用意されていたのである。


  



  恵みとは何か？


  



  「ところが、私たちの救い主なる神の慈悲と愛が現れた時（中略）そのあわれみにしたがって私たちを救ってくださったのである」（テト三・四～五）。「それは、来たるべき代々の時代に、キリスト・イエスを通して私たちに向けられている慈愛の中で、その恵みの卓越した富を示すためであった」（エペ二・七）。


  「しかし、私たちがまだ罪人であった時、私たちのためにキリストが死んでくださったことにより、神は私たちに対する愛を示されたのである」（ロマ五・八）。


  



  神の恵みの目的は何か？


  



  「なぜなら、恵みにより、信仰を通して、あなたたちは救われたからである。これはあなたたちから出たものではなく、神の賜物である。働きによるのではない。だれも誇ることがないためである」（エペ二・八～九）。


  「なぜなら、すべての人に救いをもたらす神の恵みが現れたからである。そして、不敬虔とこの世の情欲とを捨てて、慎み深く、正しく、敬虔にこの今の世で生活し、祝福に満ちた望み、すなわち、大いなる神また私たちの救い主イエス・キリストの栄光の出現を待ち望むようにと、教えている」（テト二・十一～十三）。


  「無代価で、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いによって義とされるのである」（ロマ三・二四）。


  「私たちは、さらに彼により、いま立っているこの恵みの中に信仰によって入り」（ロマ五・二）。


  「いま私は、兄弟たちよ、神とその恵みの御言葉とに、あなたたちを委ねる。御言葉はあなたたちを建て上げて、聖別されたすべての人々の間で、あなたたちに嗣業を与えることができる」（使二〇・三二）。


  「愛する御子によって私たちを受け入れてくださった、その恵みの栄光の賛美へと至るためである。私たちは御子にあって、神の恵みの富にしたがって、その血による贖い、すなわち、罪の赦しを受けたのである」（エペ一・六～七）。


  「ですから、私たちは、あわれみを受け、また、恵みにあずかって時機を得た助けを受けるために、大胆に恵みの座に近づこうではないか」（ヘブ四・十六）。


  なんと完璧で、すべてを包括していることか！恵みは救い、義とし、建て上げ、受け入れてもらえるようにし、贖い、赦し、嗣業を授け、神の御前における立場を与え、あわれみと助けを求めて大胆に近づける恵みの座を備えてくれるのである。恵みは、どう生きるべきかをわれわれに教え、われわれに祝福に満ちた望みを与えてくれるのである！さらに、これらの様々な原則が混同することはありえないのである。


  「そして、恵みによるのであれば、もはや行いによるのではない。そうでないと、恵みはもはや恵みではなくなるからである。しかし、もし行いによるのであれば、もはや恵みではない。そうでないと、行いは行いではなくなるからである」（ロマ十一・六）。


  「さて、働く人に対する報酬は、恵みとしてではなく、当然の支払いとして見なされる。しかし、働きはなくても、不敬虔な者を義とする方を信じる人は、その信仰が義と認められるのである」（ロマ四・四～五、ガラ三・十六～十八、四・二一～三一も見よ）。


  「それゆえ、兄弟たちよ、私たちは奴隷女の子ではなく、自由な女の子である」（ガラ四・三一）。


  「あなたたちが近づいているのは、手で触ることができ、火が燃え、黒雲や暗闇や嵐につつまれ、また、ラッパの響きや、聞いた者たちがそれ以上、耳にしたくないと願ったような言葉が響いた山ではない。（そこでは、彼らは、『獣であっても、山に触れる者は、石で打ち殺されるか、矢で刺し貫かれる』という命令の言葉に耐えられなかったのである。その光景が恐ろしかったのでモーセでさえも、『私は大いに恐れおののく』と言ったほどである。）しかし、あなたたちが近づいているのは、シオンの山、生ける神の都、天のエルサレム、無数の御使いの群れ、天に記されている長子たちの会衆及び教会、万物の審判者なる神、全うされた義人たちの霊、新しい契約の仲保者イエス、ならびに、アベルの血よりも優れたことを告げる注ぎの血である」（ヘブ十二・十八～二四）。


  それゆえこれは、神がシナイ山から語られた御言葉を道徳律法と祭儀律法に分ける問題ではない――信者がこの山に行くことは決してないからである。


  健全な昔のバニヤンが述べたとおりである。「信者は今や、主イエスを信じる信仰により、祝福に満ちた完全な義の下に覆われている。そのため、シナイ山のこの響き渡る律法は、信者のうちに間違いや欠点を少しも見いだせない。これがいわゆる、律法によらない神の義である」。


  これが未信者の目にとまるなら、その人は、自分が犯した聖にして義なる律法の真の判決を受け入れるよう、愛情のこもった勧めを受けるだろう。「なぜなら、そこには何の差別もないからである。すなわち、すべての人は罪を犯したため、神の栄光に欠けているのである」（ロマ三・二二～二三）。キリストによって、そのような人は完全な永遠の救いを受けるであろう。こう書き記されているとおりである、「自分の口で主イエスを告白し、自分の心で神は彼を死者の中からよみがえらせたと信じるなら、あなたは救われる」（ロマ十・九）。なぜなら、キリストは「信じるすべての者を義とするために、律法の終わりとなられた」（ロマ十・四）からである。


  



  第七章 信者の二つの性質


  



  再生された人はみな、二つの性質の所有者であることを、聖書は教える：一つは自然な誕生によって受ける、全くどうしようもないほど悪い性質であり、もう一つは新生によって受ける新しい性質である。この新しい性質は神の性質であり、それゆえ全く良い性質である。


  以下の御言葉は、神が古いアダムの性質をどう思っておられるのかを十分に明らかにする：「見よ、私は咎の中で形造られ、罪の中で私の母は私をみごもった」（詩五一・五）。


  「心は何ものにもまして偽りに満ちており、はなはだしく悪い。誰がこれを知ろうか？」（エレ十七・九）。


  「義人はいない、一人もいない。悟りのあるものはいない、神を求めるものはいない。みな道を外れて、共に無益な者となった。善を行う者はいない、一人もいない」（ロマ三・十～十二）。


  神は「再生されていない人の中には、洗練されていて、教養があり、有能で、気持ちの優しい、寛容で、慈悲深い、宗教的ですらある人は一人もいない」と言っておられるのではない。「義人は一人もいない、神を理解している人、神を求める人は一人もいない」と言っておられるのである。


  人の性質に関する神の評価を受け入れることは、最も痛ましい信仰の試練の一つである。また、われわれの親切で道徳的な友人たちは、すべての義務を忠実によく果たし、悲しみに同情し、人類のために大志を抱き、人権擁護のために力を尽くしているが、その彼らでさえも、神の権利を徹底的に侮る者たちであり、御子の犠牲によって触れられたことのない者たちなのである。これを理解することは、最も痛ましい信仰の試練の一つである。彼らは御子の神性を筆舌に尽くしがたい横柄さで拒絶し、その御言葉を蔑んで退ける。同胞に嘘をつくという粗野な行為から恐れて身を引く、上品な優しい女性ですら、毎日、神を偽り者としているのである！（一ヨハ一・十、五・十を見よ。）そして、講壇から発せられる今日の人間賛歌によって、この困難はきわめて厳しいものとなっており、数千の人がこの困難に直面しているのである。


  洪水前の時代の、外見と実情との間の対比はなんと衝撃的であることか。「当時、地上には巨人たちがいた。またその後も、神の子らが人の娘たちのところにはいった時、娘たちは彼らに子供たちを産んだ。彼らは昔の勇士であり、有名な人々であった」（創六・四）。


  このように、人の目から見ると、世はますます良くなっているように見えたのである。絶え間ない向上の痕跡を、おそらく人々は追えただろう。また、敬虔な者と世的な者との聖くない婚姻の結果、人の性質はさらなる素晴らしい高みへと引き上げられたかのように見えたのである。


  しかし、「神は人の悪が地にはびこり、すべてその心に思いはかることが、いつも悪い事ばかりであるのをご覧になった」（創六・五）。


  「すなわち内部から、人の心の中から、悪い思いが出て来る。不品行、姦淫、殺人、盗み、貪欲、邪悪、欺き、好色、妬み、冒涜、高慢、愚かさ。これらの悪はすべて内部から出て来て、人を汚すのである」（マコ七・二一～二三）。


  「しかし、天然の人は神の御霊に属する事柄を受け入れない。それは彼には愚かなものだからである。それは霊的に理解されるべきものなのである」（一コリ二・十四）。


  「肉の思いは神に敵するからである。すなわち、それは神の律法に従わず、否、従いえないのである。それゆえ、肉にある者は、神を喜ばすことができない」（ロマ八・七～八）。


  「また、私たちもみな、かつては彼らの中にいて、肉の欲にしたがって日を過ごし、肉と思いの欲するままを行い、生まれながらの怒りの子であった」（エペ二・三）。


  これらの御言葉から、未回心者は三重の不能状態にあるように思われる。回心していない人でも、才能や教養があり、愛想が良く、寛大で、宗教的かもしれない。誠実を尽くし、忠実で、勤勉で、良き夫であり父であるかもしれない――これらの美点をすべて備えているかもしれない――しかし、それでも、神に従うことも、神を喜ばすことも、神を理解することもできないのである。


  反対に信者は、まだ昔の性質が残っていて、変わっておらず、変わることもできないかもしれないが、「神の義とまことの聖さにかたどって造られた」新しい性質を受けている。以下の聖書の御言葉は、この新しい人の起源と性格を示すであろう。


  再生は創造であって、たんなる造り変えではないことがわかる――再生は新しいものをもたらすことであって、古いものを変えることではない。われわれは天然の出生によって人の性質を受けるように、再生によって神の性質を受ける。


  「まことに、まことに、わたしはあなたに（道徳的かつ宗教的な人であるニコデモに）言う。人は再び生まれないかぎり、神の王国を見ることはできない」（ヨハ三・三）。


  「しかし、彼を受け入れた者、すなわち、その名を信じた人々には、彼は神の子となる力を与えられた。それらの人は、血によらず、肉の意志によらず、また、人の意志によらず、神から生まれたのである」（ヨハ一・十二～十三）。


  「なぜなら、あなたたちはみな、キリスト・イエスにある信仰によって、神の子だからである」（ガラ三・二六）。


  今日、「神は万民の父であり、人類はみな兄弟」という、うわべは良くてもっともらしく見えるが、全く非聖書的な句が流行っているが、以上の聖書の御言葉がこの句に対していかなる意味を持つのかがわかる。この句は、その後半の半面の真理のゆえに、なおさら危険である。生まれた者ではなく、再び生まれた者が、みな神の子供なのである。聖書がわれわれに告げているように、アダムはまさに神の子だった。しかし、聖書はまた注意深く、セツはアダムの子であったと告げている。


  「あなたたちは、神の義とまことの聖さにかたどって造られた新しい人を着たのである」（エペ四・二四）。


  「ですから、だれでもキリストにあるならば、その人は新しく造られた者（文字どおりには新創造）である。古いものは過ぎ去った。見よ、すべてが新しくなったのである」（二コリ五・十七）。


  この「新しい人」はキリストとつながっている。「私はキリストと共に十字架につけられた。それにもかかわらず私が生きているのは、私が生きているのではなく、キリストが私の内に生きておられるのである。そして、私がいま肉体にあって生きているその命を、私は神の御子の信仰によって生きる。この方は私を愛して、私のためにご自身をささげてくださったのである」（ガラ二・二〇）。


  「神は、この奥義がいかに栄光に富んだものであるかを、異邦人たちの間に知らせようとされたのである。この奥義は、あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望みである」（コロ一・二七）。


  「なぜなら、あなたたちは死んでおり、あなたたちの命はキリストと共に神の中に隠されているからである。私たちの命であるキリストが現れる時、あなたたちも彼と共に栄光のうちに現れるのである」（コロ三・三～四）。


  「これにより、きわめて偉大な尊い約束が私たちに与えられた。この約束により、あなたたちが神の性質にあずかる者となるためである」（二ペテ一・四）。


  「もしキリストがあなたたちの内におられるなら、体は罪のために死んでいても、霊は義のゆえに命である」（ロマ八・十）。


  「その証しとは、神が永遠の命を私たちに与えてくださったこと、この命は御子の内にあることである。御子を持つ者は命を持ち、神の御子を持たない者は命を持たない」（一ヨハ五・十一～十二）。


  しかし、キリストに属するこの新しい神聖な性質は、古い性質と共に信者のうちに存在する。「私ではなく、キリストが私のうちに生きておられるのである」と言えたこの同じパウロが、「私のうちには（つまり、私の肉の中には）何の善も宿っていないことを私は知っているからである」（ロマ七・十八）、「私は善を行うことを望んでいるのに、悪が私と共にあるという法則を私は見いだした」（ロマ七・二一）とも述べている。完全で実直なヨブも、「私は自分を忌み嫌う」と言った。輝かしい神の人であるダニエルですら、輝かしい昔の時代を見た時、「私の美点は私の内で腐敗に変わった」と言った。


  この二つの性質の間で戦いがなされている。この二つの「私」――ローマ七・十四～二五の古いサウロと新しいパウロ――の間の戦いについて、注意深く学べ。このような経験に、若い回心者たちは大いに落胆して困惑している。回心の最初の喜びは弱まり、輝く期待は冷めてしまう。そして、昔ながらの習慣や欲求を持つ肉が回心前と同じように自分の内にあることを見いだして、回心者は落胆し、自分が神に受け入れられていることを疑うようになってしまう。これは落胆と危機の時である。この危機に陥ったパウロは、自分の古い性質を「罪の体」と呼び、解放を求めて叫ぶ。（彼は回心した人だったが）律法は彼の苦悩を強めるだけである。そして彼は見いだす。「肉」からの解放は努力によるのではなく、律法を守ろうと努めることによるのでもなく、「私たちの主であるイエス・キリストによる」（ロマ七・二四～二五）ことを。


  しかし、肉があるからといって、肉によって生きる言い訳にはならない。「私たちの古い人はキリストと共に十字架につけられた」とわれわれは教わっている。これが意味するのは、われわれは「死んでいる」ということ、そして、自分の地上の肢体を抑制する（「死に渡す」）ことによって、これを恒常的な経験とするようわれわれは求められているということである。


  そのための力は、信者各人の内に住んでおられる聖霊である（一コリ六・十九）。聖霊の祝福に満ちた職務は肉を抑制することである。「ですから私は言う。御霊によって歩きなさい。そうすれば、肉の欲を満たすことは決してない。なぜなら、肉の欲するところは御霊に反し、また御霊の欲するところは肉に反するからである。これらのものは互いに相さからい、その結果、あなたたちはしようと思うことをすることができないのである」（ガラ五・十六～十七）。


  「なぜなら、肉にしたがって生きるなら、あなたたちは死ぬからである。しかし、御霊によって体の行いを抑制するなら、あなたたちは生きる」（ロマ八・十三）。それゆえ、古い性質の要求に意志の力や良い決意によって対応するかわりに、この戦いを内住の神の御霊に委ねよ。


  ローマ七章は、再生された人の古い自己との戦いの記録であり、それゆえきわめて個人的である。「私が望む」ことを「私は行わず」、「私が望まない」ことを「私は行う」。これは敗北の悲しい告白であり、多くのクリスチャンがこれに共感するだろう。八章でもこの戦いは続いているが、さいわいなことにもはや個人的な経験ではない！もはや苦悩はない。パウロは苦悩を脱したからである。この戦いは今や、「肉の」タルソのサウロと聖霊との間の戦いである。パウロは平安であり、勝利している。（これは肉に対する勝利、すなわち、情欲、高慢、怒り等の内なる促しに対する勝利である、と理解することができる。外側からの誘惑は、われわれの大祭司であるキリストに頼ることによって対処することができる。）


  以下の御言葉をよく考えよ。「私たちはこのことを知っている。私たちの古い人が十字架につけられたのは、罪の肉が滅んで（無に帰して、無力にされて）、私たちがもはや罪に仕えないためである」（ロマ六・六）。


  「御霊によって神を礼拝し、キリスト・イエスにあって喜び、肉を頼みとしない私たちこそ、割礼の者だからである」（ピリ三・三）。


  「なぜなら、あなたたちは死んでおり（キリストにあって死んだのであり）、あなたたちの命はキリストと共に神の中に隠されているからである」（コロ三・三）。


  「同じようにあなたたちも、私たちの主であるイエス・キリストにより、自分は罪に対して死んでおり、神に対して生きていると見なしなさい」（ロマ六・十一）。


  「しかし、主イエス・キリストを着なさい。肉の欲を満たす用意をしてはならない」（ロマ十三・十四）。


  「それゆえ、兄弟たちよ、私たちは負債を負っているが、肉に対して負債を負っているのではなく、肉にしたがって生きるよう負債を負っているのでもない」（ロマ八・十二）。


  



  第八章 信者の立場と状態


  



  聖書を、特に諸々の手紙を正しく理解するのにとても重要な区別は、信者の立場・地位と信者の状態・歩みとに関する区別である。前者はキリストの御業の結果であり、信仰によってキリストを受け入れた瞬間から完全かつ十全である。信者のその後の人生で何があっても、神の恵みにあずかる身分や完全な安全に、何かが付け加えられることは少しもない。ただ信仰のみにより、神の御前におけるこの立場が与えられる。そして、たとえ最も弱い人でも、主イエス・キリストの真の信者であるかぎり、最も傑出した聖徒とまさに同じ身分を持つのである。


  この身分や立場がいかなるものかは、以下の聖書の御言葉からすぐにわかる：「しかし、彼を受け入れた者、すなわち、彼の御名を信じる者たちに、神の子となる力を与えられた」（ヨハ一・十二）。


  「イエスがキリストであることを信じる者はみな、神から生まれたのである」（一ヨハ五・一）。


  「もし子であるなら、相続人でもある。神の相続人、キリストと共同の相続人である」（ロマ八・十七）。


  「朽ちることも、汚れることも、しぼむこともない嗣業が、あなたたちのために天に蓄えられている。あなたたちは神の力により、信仰を通して守られており、終わりの時に啓示されるべき救いに至るのである」（一ペテ一・四～五）。


  「またこの方にあって、私たちは嗣業を受けた」（エペ一・十一）。


  「愛する者たちよ、今や私たちは神の子である。しかし、私たちがどうなるのか、まだ明らかではない。彼が現れる時、私たちは彼に似た者となる」（一ヨハ三・二）。


  「しかし、あなたたちは選ばれた種族、王なる祭司の体系、聖なる国民である」（一ペテ二・九）。


  「私たちを愛して、ご自身の血で私たちを諸々の罪から洗い、私たちをその父なる神のために王とし、祭司としてくださった」（黙一・五～六）。


  「そして、あなたたちはキリストにあって完全である。彼はすべての支配と権威のかしらである」（コロ二・十）。


  「それゆえ私たちは、信仰によって義とされたのだから、私たちの主イエス・キリストを通して神に対して平和を得ている。私たちは、さらに彼により、いま立っているこの恵みの中に信仰により入り、そして、神の栄光にあずかる望みをもって喜んでいる」（ロマ五・一～二）。


  「神はそのひとり子を賜るほどに世を愛された。それは彼を信じる人が一人も滅びることがなく、永遠の命を持つためである」（ヨハ三・十六）。


  「神の御子の御名を信じるあなたたちに、私がこれらのことを書き記したのは、永遠の命を持っていることをあなたたちに悟らせるためである」（一ヨハ五・十三）。


  「兄弟たちよ、こういうわけで、私たちはイエスの血によって、大胆に至聖所に入ることができ」（ヘブ十・十九）。


  「ほむべきかな、私たちの主イエス・キリストの父なる神。神は、あらゆる霊の祝福をもって、私たちを祝福してくださった」（エペ一・三）。


  「その愛する御子にあって私たちを受け入れてくださった恵みの栄光を賛美するためである」（エペ一・六）。


  「しかし、あわれみに富む神は、私たちを愛してくださったその大いなる愛のゆえに、私たちが罪の中で死んでいた時に、私たちをキリストと共に生かし（恵みによって、あなたたちは救われたのである）、キリスト・イエスにあって、共によみがえらせ、共に天上で座につかせてくださったのである」（エペ二・四～六）。


  「しかし今や、キリスト・イエスにあって、遠く離れていたあなたたちは、キリストの血によって近い者とされたのである」（エペ二・十三）。


  「またキリストにあって、あなたたちは信じた後、約束された聖霊の証印を受けたのである」（エペ一・十三）。


  「なぜなら、一つ御霊によって、私たちはみな一つからだの中にバプテスマされたからである」（一コリ十二・十三）。


  「なぜなら、私たちはキリストのからだの肢体であり、その肉と骨の肢体だからである」（エペ五・三〇）。


  「あなたたちの体は聖霊の宮であることを知らないのか？」（一コリント六・十九）。


  これらの素晴らしい点がみな、主イエス・キリストのすべての信者にあてはまる。祈り、勤勉な奉仕、教会通い、施し、自己否定、聖い生活、その他の善行によって獲得するべきである、と述べられているものは、この輝かしい一覧表の中には一つもない。すべてはキリストによる神の賜物であり、それゆえ、等しくすべての信者のものである。ピリピの看守人が主イエス・キリストを信じた時、彼は直ちに神の子供、キリストと共同の相続人、王なる祭司となり、朽ちることも、汚れることも、しぼむこともない嗣業を得る身分を得た。その心で信じて、その口で「イエスは主である」と告白した瞬間、彼はあらゆる点で義とされ、神に対する平和と、恵みによる立場と、確かな栄光の望みを得た。彼は永遠の命の賜物を受け、キリストご自身が受け入れられているのと同じように完全に受け入れられ、聖霊の内住と証印を受けた。また、聖霊によって、キリストの奥義的からだ――神の教会――の中にバプテスマされた。直ちに彼は神の義を着せられ（ロマ三・二二）、キリストと共に生かされ、共によみがえらされ、キリストにあって天上で座についたのである。


  しかし、彼の実際の状態は、全く別問題であった。きっと、彼の実際の状態は、神の目から見て、その高く上げられた立場に遠く及ばないものだったにちがいない。彼は王や祭司としての天的な立場を直ちに得たが、それに相応しい者に直ちになったわけではない。聖書は人の立場と状態を常に区別しているが、以下の節はこれを示してくれるであろう。


  



  立場


  



  「コリントにある神の教会、すなわち、キリスト・イエスにあってきよめられた者たちへ。（中略）私は、あなたたちのために、イエス・キリストによってあなたたちに与えられた神の恵みのゆえに、いつも神に感謝している。あなたたちはキリストによって、すべてのこと、すなわち、すべての言葉にもすべての知識にも恵まれ、キリストの証しがあなたたちのうちに確かなものとされ、こうして、あなたたちは賜物にいささかも欠けることがなく、私たちの主イエス・キリストの来臨を待ち望んでいる。主もまた、あなたたちを最後まで堅く支えて、私たちの主イエス・キリストの日に、責められるところのない者にしてくださるであろう。神は真実な方である。あなたたちは神によって御子イエス・キリストとの交わりに召されたのである」（一コリ一・二～九）。


  「しかし、あなたたちは、主イエスの御名によって、わたしたちの神の霊によって、洗われ、きよめられ、義とされたのである」（一コリ六・十一）。


  「あなたたちの体はキリストの肢体であることを知らないのか？」（一コリ六・十五）。


  「イエスは答えて彼に言われた、『バルヨナ・シモン、あなたはさいわいである。肉や血ではなく、天におられるわたしの父が、これをあなたに啓示してくださったからである』」（マタ十六・十七）。


  「御父に感謝するように。御父は、私たちを光の中にある聖徒たちの嗣業にあずかるに足る者としてくださり、暗闇の力から救い出して、愛する御子の王国の中に移してくださったのである」（コロ一・十二～十三）。


  



  状態


  



  「なぜなら、私の兄弟たちよ、私はクロエの家の者たちから、あなたたちの間に争いがあることを聞いているからである」（一コリ一・十一）。


  「兄弟たちよ、私はあなたたちには、霊の人に対するように話すことができず、むしろ、肉の人に話すように話した。（中略）あなたたちはまだ肉の人だからである。あなたたちの間に妬み、争い、分裂があるのは、あなたたちが肉の人であって、ただの人のように歩いているためではないか？」（一コリ三・一～三）。


  「しかし今、ある者たちは高ぶっている」（一コリ四・十八）。


  「それなのに、なお、あなたたちは高ぶっている。むしろ、そんな行いをしている者が、あなたたちの中から除かれねばならないことを思って、悲しむべきではないか」（一コリ五・二）。


  「そもそも、互いに訴え合うこと自体が、すでに大間違いなのである」（一コリ六・七）。


  「それなのに、キリストの肢体を取って遊女の肢体としてよいのか？」（一コリ六・十五）。


  「しかし、イエスは振り向いて、ペテロに言われた、『サタンよ、退け。あなたはわたしの邪魔をする者だ。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っている』」（マタ十六・二三）。


  「しかし今は、これらいっさいのことを捨て、怒り、憤り、悪意、冒涜、口から出る汚れた言葉を、捨ててしまいなさい。互いに嘘を言ってはならない。あなたたちは、古い人をその行いと一緒に脱ぎ捨ててしまいなさい」（コロ三・八～九）。


  生徒が次の点を見落とすことはないであろう。すなわち、恵みの下における神の順序は、第一に、可能なかぎり高い立場を与え、次に、それにふさわしい状態を維持するよう信者に勧めることなのである。乞食は屑の山から引き上げられて、皇子たちの間に置かれ（一サム二・八）、次に、皇子らしくあるよう勧めを受けた。例として、以下の節を見よ。


  



  立場


  



  「私たちはこのことを知っている。私たちの古い人はキリストと共に十字架につけられた。それは、この罪の体が滅びるためである」（ロマ六・六）。


  「あなたたちは世の光である」（マタ五・十四）。


  「神は私たちを救い、聖なる召しをもって私たちを召してくださったのである。それは、私たちの働きによるのではなく、神ご自身の御旨と、世が始まる前にキリスト・イエスにあって私たちに賜った恵みとによるのである」（二テモ一・九）。


  「キリスト・イエスにあって、私たちを共によみがえらせ、共に天上で座につかせてくださったのである」（エペ二・六）。


  「私たちの命であるキリストが現れる時、あなたたちもまた彼と共に栄光のうちに現れるのである」（コロ三・四）。


  「あなたたちはかつては暗闇だったが、今は主にあって光である」（エペ五・八）。


  「あなたたちはみな、光の子、昼の子である。私たちは夜の者や、暗闇の子ではない」（一テサ五・五）。


  「神は、私たちを怒りに遭わせるように定められたのではなく、私たちの主イエス・キリストによって救いを得るように定められたのである。キリストが私たちのために死なれたのは、起きていても眠っていても、私たちが彼と共に生きるためである」（一テサ五・九～十）。


  「この御旨に基づき、ただ一度イエス・キリストの体がささげられたことによって、私たちはきよめられたのである」（ヘブ十・十）。


  「あなたたちがキリスト・イエスにあるのは、神によるのである。キリストは神に立てられて、私たちの（中略）聖となられたのである」（一コリ一・三〇）。


  「彼は一つのささげ物によって、きよめられた者たちを永遠にまっとうされたのである」（ヘブ十・十四）。


  「だから、私たちの中の全き人たちは、そのように考えるべきである」（ピリ三・十五）。


  「そのことによって、私たちの愛はまっとうされるのである。それは、裁きの日に私たちが大胆さを持つためである。私たちはこの世にあって彼のような者だからである」（一ヨハ四・十七）。


  



  状態


  



  「もしあなたたちが、キリストと共に死んで世の諸々の要素から離れたのなら、なぜ、なおもこの世に生きている者のように、諸々の規定に縛られているのか？」（コロ二・二〇）。


  「あなたたちの光を人々の前に輝かし、そして、人々があなたたちの良い行いを見て、天におられるあなたたちの父をあがめるようにしなさい」（マタ五・十六）。


  「私の愛する者たちよ。そういうわけだから、あなたたちがいつも従順であったように、私が一緒にいる時だけでなく、いない今は、いっそう従順でいて、恐れとおののきとをもって自分の救いを成し遂げなさい」（ピリ二・十二）。（この大いに誤用されているテキストを読むとき、次のことによく注意せよ。ここで述べられている救いとは、魂の救いのことではなく、クリスチャンが神の御旨を行うのを邪魔する諸々の罠からの救いのことなのである。）


  「このように、あなたたちはキリストと共によみがえらされたのだから、上にあるものを求めなさい。そこでキリストは神の右に座しておられるのである」（コロ三・一）。


  「だから、あなたたちの地上の肢体を殺してしまいなさい」（コロ三・五）。


  「光の子として歩きなさい」（エペ五・八）。


  「だから、他の人々のように眠っていないで、目をさまして慎んでいよう」（一テサ五・六）。


  「だから、あなたたちは、今しているように、互いに慰め合い、相互の徳を高めなさい」（一テサ五・十一）。


  「あなたの真理によって彼らを聖別してください。あなたの御言葉は真理です」（ヨハ十七・十七）。


  「平和の神ご自身があなたたちを全くきよめてくださいますように」（一テサ五・二三）。


  「私はすでに到達したわけでも、完全な者になったわけでもない」（ピリ三・十二）。


  「そういうわけだから、キリストについての教義の諸々の原理を後にして、完成に向かって進もうではないか」（ヘブ六・一）。


  「彼の内に住んでいると言う者は、彼が歩まれたように、自分も歩むべきである」（一ヨハ二・六）。


  信者の立場と状態を聖書は明確に区別していることを示す対比的な節のこの一覧に、生徒はもっとたくさん付け加えることができるだろう。これからわかるように、信者は想像を超えた高い地位にふさわしいかどうかを見るための審査を受けているのではなく、自分の全くの無価値さを告白したときから、キリストの御業の結果として、この地位を受けるのである。地位的には信者は「永遠に完全な者とされている」（ヘブル十・十四）が、内側の状態を見るとき、「私はすでに到達したわけでも、完全な者になったわけでもない」（ピリ三・十二）と言わざるをえない。


  こう言ってもかまわないだろう。信者のための神のその後のすべての働き、信者の歩みと良心に対する御言葉の適用（ヨハ十七・十七、エペ五・二六）、御父の御手による懲らしめ（ヘブ十二・十、一コリ十一・三二）、御霊の務め（エペ四・十一～十二）、荒野の道のすべての困難や試練（一ペテ四・十二～十四）、キリストが現れる時の最終的変容（一ヨハ三・二）、これはみな、信者の性格を回心の瞬間に受けた地位に全く相応しいものとすることにほかならないのである。信者は確かに恵みの内に成長するのであって、成長して恵みに至るのではない。


  皇子は、幼子の間は、おそらく他の幼子たちと同じように、強情で無知かもしれない。とても従順で、教えやすく、優しいので、幸いなことに良しと認められることもあるかもしれない。しかし、そうでない時は、乱暴で、わがままで、不従順なので、気の毒なことにおそらく懲らしめを受けるかもしれない。しかし、一方の日も他方の日と全く同じように、彼は皇子なのである。望ましいのは、時間がたつにつれて、彼がすべての正しい道を志してそれを愛するのを学ぶようになることである。そうするなら、彼はますます皇子らしくなるだろう。しかし、ますます実際の皇子になるわけではない。彼は皇子に生まれたのである。


  王の王、主の主の真の子供ならだれでも、このように王らしく成長するのは確かである。ついには、立場と状態、性格と地位は等しくなるであろう。しかし、この地位は完成された性格の報いではない――この性格がこの地位から発達するのである。


  



  第九章 救いと報い


  



  新約聖書の中には、失われた罪人たちのための救いの教理と、救われた者たちの忠実な奉仕に対する報いの教理とがある。生徒がこの二つを明確に区別することが、御言葉を正しく理解するのに大いに重要である。この区別がいかなるものかは、以下の対比によく注意すればわかる。


  



  救いは無代価の賜物である


  



  「イエスは答えて彼女に言われた、『もしあなたが神の賜物を知り、「飲ませてくれ」と言った者が誰なのかを知っていたならば、あなたの方から願い出て、その人から生ける水をもらったであろう』」（ヨハ四・十）。


  「さあ、渇いている者はみな水に来たれ、金のない者も来たれ。来て、買い求めて、食べよ。来て、金を出さずに、ただでぶどう酒と乳を買い求めよ」（イザ五五・一）。


  「御霊と花嫁は言う、『来たりませ』。また、聞く者も『来たりませ』と言いなさい。渇いている者はここに来るがよい。命の水がほしい者は、価なしにそれを受けるがよい」（黙二二・十七）。


  「罪の報酬は死であるが、神の賜物は、私たちの主イエス・キリストによる永遠の命である」（ロマ六・二三）。


  「あなたたちは恵みにより、信仰を通して救われたからである。それは、あなたたち自身から出たものではなく、神の賜物である。働きによるのではない。だれも誇ることがないためである」（エペ二・八～九）。


  しかし、救いが無代価であるのとは対照的に、神が喜ばれる働きには報いがあることに注意せよ。


  



  神が喜ばれる働きには報いがある


  



  「わたしの弟子であるという名のゆえに、この小さい者の一人に冷たい水一杯でも飲ませてくれる者は、よく言っておくが、決してその報いを失うことはない」（マタ十・四二）。


  「私は良い戦いを戦い、自分の行程を終え、信仰を守った。今から後は、義の冠が私を待っているのである」（二テモ四・七～八）。


  「見よ、わたしはすぐに来る。わたしの報いはわたしと共にあり、その働きに応じてそれぞれに与える」（黙二二・十二）。


  「あなたたちは知らないのか？レースで走る者は、みな走りはするが、賞を得る者は一人だけである。だから、あなたたちも、賞を得るように走りなさい。しかし、彼らは朽ちる冠を得るためにそうするが、私たちは朽ちない冠を得るためにそうするのである」（一コリ九・二四～二五）。


  「そこで主人は僕に言った、『良い僕よ、よくやった。あなたは小さい事に忠実だったから、十の町を支配させる』」（ルカ十九・十七）。


  「なぜなら、すでに据えられている土台以外のものを据えることは、だれにもできないからである。その土台とはイエス・キリストである。この土台の上に、だれかが金、銀、宝石、木、草、刈り株を用いて建てるならば、それぞれの仕事は、明らかにされる。すなわち、かの日は火の中に現れて、それを明らかにし、またその火は、それぞれの仕事がどんなものであるかを、試すであろう。もしだれかが建てた仕事が残れば、その人は報いを受けるが、その仕事が焼けてしまえば、損失を被るであろう。しかし彼自身は、火の中をくぐってきた者のようにではあるが、救われるであろう」（一コリ三・十一～十五）。


  「あなたの受けようとしている苦しみを恐れてはならない。見よ、悪魔が、あなたたちのうちのある者を試すために、獄に入れようとしている。あなたたちは十日の間、苦難を受ける。死に至るまで忠実であれ。そうすれば、命の冠を与えよう」（黙二・十）。命を受けるのではない――スミルナの聖徒たちは命、永遠の命を持っており、義のために苦難を受けていた――彼らが受けるべきは命の冠だったのである。


  冠は報いの象徴であり、獲得した栄誉の象徴である。四つの冠が述べられていることがわかる：務めの報いである喜びの冠もしくは喜ばしい冠（ピリ四・一、一テサ二・十九）、忠実な証しの報いである義の冠（二テモ四・八）、試みにおける忠実さの報いである命の冠（ヤコ一・十二、黙二・十）、苦難における忠実さの報いである栄光の冠（一ペテ五・四、ヘブ二・九）である。


  



  救いは現在所有しているものである


  



  「御子を信じる者は永遠の命を持つ」（ヨハ三・三六）。


  「まことに、まことに、わたしはあなたたちに言う。わたしの言葉を聞いて、わたしを遣わされた方を信じる者は、永遠の命を受け、罪に定められることがなく、死から命に移っているのである」（ヨハ五・二四）。


  「まことに、まことに、わたしはあなたたちに言う。わたしを信じる者は永遠の命を持つ」（ヨハ六・四七）。


  「神は私たちを救い、聖なる召しをもって召してくださったが、それは、私たちの働きによるのではなく、神ご自身の目的と恵みによるのである」（二テモ一・九）。


  「そしてイエスは女に言われた、『あなたの信仰があなたを救ったのです。安心して行きなさい』」（ルカ七・五〇）。


  「私たちの行った義のわざによってではなく、ただ神のあわれみによって、再生の洗いと聖霊の更新とにより、私たちを救ってくださったのである」（テト三・五）。


  「その証しとは、神が永遠の命を私たちに与えてくださったこと、かつ、その命が御子の内にあることである」（一ヨハ五・十一）。


  しかし、以下の諸々の報いは、将来のある時に与えられる。


  



  報いは将来受けるものである


  



  「人の子は、その御使いたちと共に、父の栄光のうちに来る。その時、各自の働きにしたがって、それぞれに報いるであろう」（マタ十六・二七）。


  「あなたは義人の復活の時に報いを受けるであろう」（ルカ十四・十四）。


  「見よ、わたしはすぐに来る。わたしの報いはわたしと共にあり、各自の働きにしたがって、それぞれに与える」（黙二二・十二）。


  「羊飼いの長が現れる時、あなたたちはしぼむことのない栄光の冠を受ける」（一ペテ五・四）。


  「今からは、義の冠が私のために用意されている。かの日には、義なる審判者である主が、それを授けてくださるであろう」（二テモ四・八）。


  「だいぶ時がたってから、この僕たちの主人が帰って来て、彼らと清算した」（マタ二五・十九）。


  神は、ご自分の聖徒たちの忠実な奉仕に、天的な永遠の栄誉をもって報いることを約束された。その目的は、聖徒たちを勝ち取って地上の富や楽しみを追い求めることから引き離すこと、迫害の火の中にある聖徒たちを支えること、そして、クリスチャンの諸々の美徳を行使するよう聖徒たちを励ますことである。「最後に、この警告に注意しようではないか」（黙三・十一）。（ダニ十二・三、マタ五・十一～十二、十・四一～四二、ルカ十二・三五～三七、十四・十二、十四、ヨハ四・三五～三六、コロ三・二二～二四、二テモ四・八、ヘブ六・十、十一・八～十、二四～二七、十二・二～三を見よ。）


  



  第十章 信者と口先だけの者


  



  神が一つの民を取り分けてご自分のものとされた時からこのかた、この民をひどく悩ませてきた問題がある。その問題とは、口では神の民であると言いながら、実はそうではない者たちが、自分たちの間にいる、ということである。この問題は次の御言葉が成就する時まで続く。「人の子はその御使いたちを遣わし、つまずきとなるものと不法を行う者を、ことごとく王国の中から取り除かせる。（中略）その時、義人たちは彼らの父の王国で太陽のように輝くであろう」（マタ十三・十四～四三）。


  聖書は、毒麦と麦の混合をはっきりと述べている――信者たちの間に口先だけの者がいるのである。しかし、誤った指導を受けてきた生徒たちは、自己欺瞞の者や偽善者だけにあてはまる警告や勧めを、しばしば、神の子供たちにあてはめてきた。


  このような混合が存在する事実は、聖書を見ればよくわかる。（創四・三～五、出十二・三八、民十一・四～六、ネヘ七・六三～六五、十三・一～三、マタ十三・二四～三〇、三七～四三、二コリ十一・十三～十五、ガラ二・四、二ペテ二・一～二を見よ。）


  聖書をざっと読んで、真の信者をたんなる形式主義者、偽善者、欺瞞の律法学者――彼らは、無代価の賜物としてすでに受けている救いを成し遂げるかわりに、救いのために働いているのである――の集団と区別している節を、すべて述べるのは不可能である。（ピリ二・十二～十三とエペ二・八～九を見よ。）以下の御言葉の比較から、その境界線がよくわかるだろう。


  



  信者は救われているが、口先だけの者は失われている


  



  真の信者


  



  「イエスは女に向かって言われた、『あなたの信仰があなたを救ったのです。安心して行きなさい』」（ルカ七・五〇）。


  「そして彼らは、使徒たちの教えと交わりの中に、パンをさくことの中に、そして祈りの中に、堅くとどまり続けた」（使二・四二）。


  「わたしの羊はわたしの声を聞く。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしに従う。わたしは彼らに永遠の命を与える。彼らは決して滅びることがなく、また、彼らをわたしの手から奪い去る者はいない。彼らをわたしに与えてくださったわたしの父は、何ものにもまして偉大である。そして、だれもわたしの父の御手から、彼らを奪い取ることはできない」（ヨハ十・二七～二九）。


  「父がわたしに与えてくださる者は皆、わたしに来るであろう。そして、わたしに来る者をわたしは決して拒まない。わたしを遣わされた父の御旨は、わたしに与えてくださった者を、わたしが一人も失わずに、終わりの日によみがえらせることである」（ヨハ六・三七、三九）。


  「そして、彼らが買いに行っている間に、花婿がやって来た。そこで、用意のできていた女たちは、花婿と一緒に婚宴の部屋に入り、そして戸が閉められた」（マタ二五・十）。


  「それは、イエス・キリストを信じる信仰による神の義であって、すべて信じる人に与えられるのである。そこには何の差別もない」（ロマ三・二二）。


  「私たちは喜び楽しみ、神をあがめよう。小羊の婚姻の時が来て、その妻は用意を整えたからである。彼女は、光り輝く、汚れのない麻布の衣を着ることを許された。この麻布の衣は、聖徒たちの義である」（黙一九・七～八）。


  「わたしは良い羊飼いであって、わたしの羊を知り、わたしの羊もまた、わたしを知っている」（ヨハ十・十四）。


  「しかし、神の土台は堅く据えられていて、『主はご自分の者たちを知っておられる』という句が証印として記されている」（二テモ二・十九）。


  「まことに、まことに、わたしはあなたたちに言う、わたしを信じる者は永遠の命を持つ」（ヨハ六・四七）。


  「父よ、あなたがわたしに賜った者たちが、わたしのいる所に一緒にいるようにしてください。この世の基が据えられる前からわたしを愛してくださって、わたしに賜った栄光を、彼らに見させてください」（ヨハ十七・二四）。


  「あなたたちのうちに良いわざを始められた方が、イエス・キリストの日までにそれを完成してくださると、確信している」（ピリ一・六）。


  「しかし私たちは、後退して滅びに至る者ではなく、信じて魂の救いに至る者である」（ヘブ十・三九）。


  



  見せかけだけの者


  



  「シモン自身も信じて、バプテスマを受け、それから、引き続きピリポについて行った。しかし、ペテロは彼に言った（中略）『おまえはこれに何の分も分け前も持っていない。おまえの心が神の前に正しくないからだ』」（使八・十三、二一）。


  「彼らは私たちから出て行った。しかし、彼らは私たちに属する者ではなかったのである。もし属する者であったなら、きっと私たちと一緒にとどまっていたであろう。しかし、出て行ったのは、彼らがみな私たちに属さない者であることが、明らかにされるためである」（一ヨハ二・十九）。


  「『しかし、あなたたちの中には信じない者がいる』。イエスは、初めから、誰が信じないか、誰が彼を裏切るかを知っておられたのである。そしてイエスは言われた、『それだから、わたしの父からでなければ、だれもわたしに来ることはできないと、あなたたちに言ったのである』。その時から、多くの弟子たちは去って行って、もはやイエスと共に歩まなかった」（ヨハ六・六四～六六）。


  「その後で、他の処女たちも来て、『ご主人さま、ご主人さま、どうか開けてください』と言った。しかし彼は答えて言った、『はっきり言うが、私はあなたたちを知らない』」（マタ二五・十一～十二）。


  「このようにあなたたちも、外側は人に正しく見えるが、内側は偽善と不法でいっぱいである。蛇よ、まむしの子らよ、どうして地獄の刑罰を逃れることができよう？」（マタ二三・二八、三三）。


  「王は客を迎えようとして入って来たが、そこに礼服を着ていない一人の人を見て、彼に言った、『友よ、どうしてあなたは礼服を着ないで、ここに入って来たのですか？』。しかし、彼は黙っていた。そこで、王は僕たちに言った、『この者の手足を縛って、外の暗闇に放り出せ』」（マタ二二・十一～十三）。


  「その日には、多くの者が、わたしに向かって『主よ、主よ、私たちはあなたの御名によって預言したではありませんか？また、あなたの御名によって悪霊を追い出し、あなたの御名によって多くの素晴らしいわざを行ったではありませんか？』と言うであろう。そのとき、わたしは彼らにはっきりとこう言おう、『あなたたちを全く知らない。不法を働く者よ、わたしから離れ去れ』」（マタ七・二二～二三）。


  「私の兄弟たちよ、ある人が自分には信仰があると言っていても、もし行いがなければ、何の役に立つのか？その信仰は彼を救うことができるか？」（ヤコ二・十四）。


  「いったん、光を受けて天の賜物を味わい、聖霊にあずかる者となり、また、神の良き御言葉と、来たるべき世の力を味わった者たちが、そののち堕落した場合には、彼らを悔い改めに立ち返らせることはできない」（ヘブ六・四～六）。


  「義人は信仰によって生きる。だれでももし後退するなら、わたしの魂はこれを喜ばない」（ヘブ十・三八）。


  



  信者は報いを受け、見せかけだけのものは罪に定められる


  



  マタイ二五・十九～二三とマタイ二五・二四～三〇、ルカ十二・四二～四四とルカ十二・四五～四七、コロサイ三・二四とマタイ七・二二～二三とを比較せよ。


  難しい御言葉もあるが、祈りと注意深い学びにより、次の重要な規則を心に留めておくなら、かならず光が臨むであろう：疑わしい曖昧な節を、明快で積極的な節と決して矛盾させてはならない。「もし（if）」を「まことに（verily）」と矛盾するように用いてはならない。ヘブル六・六をヨハネ五・二四と矛盾するように用いてはならない。


  イスカリオテのユダの事例やペテロの事例に、困難な点は何もない。ユダは決して信者ではなかったが（ヨハ六・六八～七一を見よ）、ペテロは決して信者であることをやめなかったのである（ルカ二二・三一～三二）。


  次のことを常に覚えておかなければならない。これらの原則は、神の御言葉を正しく切り分けるためだけの指針であり、決して生身の人々に適用してはならない。口先だけの者を裁くことは、われわれには委ねられておらず、人の子に任されているのである（マタ十三・二八～二九、一コリ四・五）。


  



  注記


  



  本書は著作権フリーです。だれでも自由に複製・配布することができます。


  



  オリーブ園クリスチャン古典ライブラリー


  二〇二四年三月　記
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